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ジヤトコは自動車用オートマチックトランスミッションや
電動化商品の開発・生産を通じ、
持続可能な社会の実現を目指します。

ジヤトコは自動車用オートマチックトランスミッションの専門メーカーとして、

革新的なステップATやシームレスな変速で燃費性能に優れたCVT、

走りと燃費を両立させたハイブリッド車用トランスミッションなど、

クルマの環境価値を高めてきました。電動化時代においてもコア技術を生かした

新しい価値を提供し、サステナブルな未来に貢献します。
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CEO MESSAGE

Message
from the CEO CEOメッセージ

ジヤトコは「技術と情熱でモビリティの可能性を拡げる」という
パーパスのもと、カーボンニュートラルや持続可能な社会の実現に
つながる商品やサービスの提供に積極的に取り組んでまいります。

ジヤトコ株式会社
代表取締役社長兼CEO
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　近年経営を取り巻く環境は、大きく変化しています。新型コロナ

ウイルスの世界的な流行や、半導体不足。さらに、エネルギー

コストの上昇など、社会そのものの持続可能性も大きく問われて

います。

　このような不確実な時代においても、未来への方向性を見出す

ことは可能です。当社は、変化の先頭に立ち自ら変革を起こす

その道しるべとすべく、2022年4月に「技術と情熱でモビリティ
の可能性を拡げる」というパーパスを策定しました。世界各国の

従業員で構成されたチームや経営層が1年以上かけて議論し、
生まれたパーパスです。自動車業界が100年に一度の大変革期
にある中、私たちが50年以上かけて築いてきたモノづくりの
強みを生かして、モビリティの未来を切り拓く姿勢を明確に示し

ました。

　当社が推進する電動化事業も、パーパス実現に向けた取り組み

の一つです。当社は、1970年に前身会社のひとつである日本自動
変速機の創業から、自動車用オートマチックトランスミッションの

専門メーカーとして成長を続けてきました。一方で、10年以上前
から電動化時代に備えてノウハウを積み重ねています。2010
年に世界で初めて1モーター2クラッチシステムを採用したFR
ハイブリッド車用トランスミッション、JR712Eを開発。今年は

新型日産アリアにギア部品を供給し、同車の静粛性などに貢献

しています。社内組織も再編し、2022年4月に生産技術の担当者
で構成された、eパワートレイン推進部を設立。2020年代半ば
にはギア・モーター・インバーターを一体化したe-Axleを市場
投入し、2030年までには電動車向けユニットを年間500万台
供給できるよう準備を進めています。電動化時代においても、

世の中のトレンドやお客さまのニーズに寄り添い、競争力のある

商品を提供してまいります。

　さらに、これまで培ってきた技術をモビリティ領域で生かす

ため、電動アシスト自転車用ユニットを研究開発しています。

2022年3月には、本社がある静岡県富士市と「自転車を活用
したまちづくりと地域課題の解決に関する協定」を締結しました。

観光振興や市民の健康増進、交通渋滞の緩和、環境負荷の低減

など自転車を活用した地域課題の解決やSDGs達成に向けて
取り組んでいきます。

　昨今、脱炭素に向けて世界各国や企業がCO2排出削減目標を

掲げています。当社は2050年までにバリューチェーン全体での
カーボンニュートラル実現を目指しています。電動化商品の

研究開発や工場での省エネルギーや脱炭素化などを推進し、

2030年までにCO2排出量を2013年比で46％削減します。

活動の進捗は、会長、社長、各取り組み担当役員が出席する

「カーボンニュートラル・ステアリング・コミッティ」で定期的に

議論しています。

　これらの活動を推進するのは、多様性豊かな従業員です。

グローバルで働く一人ひとりが生き生きと活躍し、成長する

環境が企業の活性化につながると考えています。その結果が

外部にも認められ、2019年より4年連続で経済産業省主催の
健康経営優良法人を獲得しています。また、社会からの信頼

を得るためには全従業員が各種法令やポリシーを遵守し、

高い倫理観を持って公正で誠実に行動することが不可欠です。

当社はグローバル共通の行動指針である「グローバル行動

規範」を基に、コンプライアンスの徹底に努めています。

　環境課題や社会課題の解決には、一企業の活動ではなく、

従業員、お客さま、ビジネスパートナーの皆さま、地域社会等

全てのステークホルダーとのコミュニケーションが重要です。

ジヤトコは新たなパーパスのもと、皆様とともに積極的に持続

可能な社会の実現に向けた取り組みを進めてまいります。

佐藤  朋由



ミッション

コーポレートパーパス

価値観 ： T-E-A-M

私たちは、社会から信頼される企業として、クリーン、安全、快適そしてワクワクする商品・サービスを通し、
モビリティに新しい価値を提供します。

技術と情熱でモビリティの可能性を拡げる

私たちの存在意義

モビリティは、人やモノの移動を可能にする。移動は、ただ動くことではない。
無限に広がる空間を動けば、新しい出会い、新しい経験が生まれ、新しい世界が開ける。

だからモビリティの可能性が拡がり、一人ひとりが思う通りの移動ができれば、
全ての人々の心に感動が生まれ、人々の交流に活力が溢れる。そして世界はより自由で豊かになる。 

ジヤトコは、そんな世界の実現を目指し、技術と情熱でモビリティの可能性を拡げます。

勝利へのこだわり
Aspiration to win

モノづくりの極み
Monozukuri excellence

外界志向・顧客志向
External mindset

全員によるチームリーダーシップ
Team leadership by everybody

CORPORATE PHILOSOPHY

Corporate 
Philosophy ジヤトコの企業理念

全従業員が共通の「価値観」を共有し、

やるべき「ミッション」を通じて、

「コーポレートパーパス」を実現する。

それがジヤトコの目指す方向性です。
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「技術」

ジヤトコにとって技術は最も重要な資産であり価値の源泉です。

これまで磨き続けてきた技術を大切にし、さらに深化させ、

未来を切り拓く思いを込めています。

「情熱」

ジヤトコは、モノづくりへの情熱、イノベーションへの情熱、

そしてお客さまへの情熱で、新たな可能性を探索します。

情熱は私たちのチャレンジの原動力となります。

「モビリティ」

社会活動での移動とその手段の全てがモビリティです。

クルマを走る地表だけでなく、

海、空、宇宙へと、モビリティの範囲は拡がっていきます。

ジヤトコの活動エリアもどんどん広げていきます。



SOCIAL RESPONSIBILITY

Social 
Responsibility ジヤトコの社会的責任

環境にやさしい商品ラインナップ、

生産工程における環境配慮など、

地球環境への負荷低減に貢献するとともに、

社会を豊かにする

新しい価値を創造していきます。

事業活動を通じた
地球環境への貢献

SDGs達成に向けた貢献

ステークホルダーとの
つながりを深める社会活動

お客さま、従業員、

ビジネスパートナー、地域社会など、

多様なステークホルダーとの

つながりを深めながら

持続可能な社会の実現を目指しています。

コンプライアンスの
徹底

コンプライアンスは、

ジヤトコが企業としての

社会的責任を果たすための出発点です。

コンプライアンスに基づく、公正で健全な

企業活動を行っています。

ジヤトコは法令や人権を守り、常に公正であることはもちろん、

事業や商品の開発・提供を通じて社会に新しい価値を見出すことで、

社会的な責任を果たしていきます。

また「よき企業市民」を合言葉に、地域に愛される企業を目指して

環境・教育・福祉の3分野を中心とした社会貢献活動を推進、
社会の課題を解決するために自主的な取り組みを行っています。

ジヤトコならではの価値を提供し、

持続可能な社会の実現を目指します。
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2015年9月の「国連持続可能な開発サミット」において「持続可能な開発
のための2030アジェンダ」が採択されました。このアジェンダに記載され
た持続可能な開発目標であるSDGs(Sustainable Development 
Goals)は、17の目標と169のターゲットで構成され、2030年までに持
続可能でより良い世界を目指す国際目標です。ジヤトコは世界共通の目

標であるSDGsを支持し、その目標達成に貢献してまいります。
本誌では、SDGsとのつながりを示すため、関連する取り組みを記載した
ページにSDGsの各アイコンを付与しています。



ENVIRONMENTAL ACTIVITIES

ジヤトコは地球環境の課題解決に向けて、

環境負荷の低い生産・物流プロセスの構築や電動化商品の開発などに取り組んでいます。

従業員一人ひとりが環境意識を高め、

ステークホルダーの皆さまとともにサステナブルな未来を目指します。

Part 1

環境活動報告
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Environmental
Activities
Environmental
Activities



ENVIRONMENTAL REPRESENTATIVE MESSAGE6

ジヤトコは電動化事業など環境性能に優れた商品・サービスを提供すると同時に、
環境負荷の低い生産・物流プロセス構築にも積極的に取り組んでいます。
従業員一人ひとりから経営層までが一丸となり、
環境視点に沿って主体的に活動することで、持続可能な地球環境に貢献します。

ジヤトコ株式会社
専務執行役員

荒井  孝文

Message from 
the Environmental Management 
Representative 環境管理責任者メッセージ

　近年、地球温暖化に起因する大規模な干ばつや洪水といった

自然災害が身近に迫り、地球環境問題への取り組みは待った

なしの状況です。ジヤトコは、環境負荷低減に向けた取り組み

事項を記した「環境マネジメントプログラム」を年度ごとに設定し、

「環境目標」の実現を目指しています。また、ISO14001事務局
が中心の環境委員会などを通じて毎年度の取り組み結果を

レビューし、次年度以降の目標を設定することで環境パフォー

マンスの継続的改善を図っています。

　ジヤトコはトランスミッションの多段化やハイブリッド化など、

環境配慮型商品の開発に力を入れてまいりました。2021年
6月に発売した「Jatco CVT-X」は、ツインオイルポンプの採用
などにより、これまで実現が難しいとされていた伝達効率90%
の壁を越え、最高レベルの燃費性能を実現しています。来たる

電動化時代に向けても、ジヤトコの強みである車両適用開発の

経験、ギアの設計・加工技術、高品質の量産技術などを生かし、

e-Axleなど、電動車両に新しい価値を提供する商品の研究・開発
を行っています。

　工場では、生産工程の設備状態を常時見えるようにすること

で、「止まらない工場」を目指しています。ジヤトコは原材料の

購入後、粗材、加工、組立、検査、出荷に至るまで一貫生産して

いるため、途中で生じたエラーにより生産が止まれば後工程に

影響が出てしまいます。設備の稼働状況が早期に分かれば、ロス

の発生源や種類、課題が明確となり、1台のユニットを製造する
ために消費するエネルギーを最大限削減でき、OEE（Overall
Equipment Effectiveness：設備総合効率）向上にも寄与
します。

　さらに、工場内でのエネルギーの最小化を目指し、エアーブロー

工程へパルスブロー装置の導入やポンプ、ファンなどのインバー

ター制御化、盤内用・生産用照明などのLED化、空調の最適化など
の省エネを推進。また、代替エネルギーや再生エネルギーなどの

クリーンエネルギーを調達することでエネルギー転換を進め、

使用するエネルギーの脱炭素化を進めます。トランスミッション

には多くの鋼材が使われています。例えば、デファレンシャルギアは

鋳鉄、シャフトは鍛造から作られています。この課題はパートナー

を含めた技術的なブレイクスルーに挑戦します。

　地球環境保全のため、クルマの電動化はこれから一層進んで

いくでしょう。電動化商品に対しても環境対応を推し進めるため、

新たに生産技術の担当者らで発足したeパワートレイン推進部を
中心に、既存のアセット・リソースを最大限活用しながら、電動化

商品の設計から生産、品質までを見直します。

　環境負荷低減に向けては、グリーンな物流も重要な課題の

ひとつです。部品輸送時のCO2排出量を削減するため、輸送を

鉄道やフェリーへ切り替えるモーダルシフトの推進や、混載に

よる積載効率の向上などを推進。

　さらに、商品の設計段階から3R（Reduce, Reuse, Recycle）
の視点を取り入れ、循環型社会の実現を目指しています。また、

地球規模の水枯渇対策としては生産時の水使用量を把握し、毎年

2％の削減に取り組んでいます。
　ジヤトコは生産拠点をグローバルに展開しています。ジヤトコ

メキシコ社や、中国のジヤトコ広州自動変速機有限公司、ジヤトコ

蘇州自動変速機有限公司、ジヤトコ タイランド社といった海外の
生産拠点においても、環境推進の方向性に変わりはありません。

　地球環境を守ることは、人の生活の基本を守ることです。その

基本の上にモビリティの進化があると思います。私は環境管理

責任者として、地球環境の保全に向けた取り組みを強化して

まいります。



ENVIRONMENTAL RESULTS

Environmental
Results ジヤトコの環境実績

99％削減ジヤトコが
2021年度に達成したこと

2021

100％を達成

有害大気汚染3物質排出量

VOC＊排出量

＊VOC:Volatile Organic Compoundsの略で、
揮発性を有し、大気中で気体状となる有機化合物の総称

（2000年度比）

34.77％削減日本国内事業活動に
おけるCO2排出量

（2013年度比）

62.8％削減
廃棄物総量

7

再資源化率

ゼロ維持

177,681t-CO2
2021年度の日本国内事業活動におけるCO2排出量は

177,681t-CO2でした。CO2原単位は、新型コロナウイルス
感染症の影響・半導体供給影響によっての減産及び、厳冬による
暖房用燃料使用量増加により、0.0645 t-CO2/台でした。 
※ジヤトコは生産変動の比例歩合を把握するため、CO2原単位（商品1台
　当たりのCO2排出量）を管理しています。

■CO2排出量の推移

（年度）

（2006年度比）

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 20212020

237 223 214 216 213 205 179 178
138

200
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0

（kt-CO2）



Environmental
Policy ジヤトコの環境方針

ENVIRONMENTAL POLICY8

グローバルな事業活動においても環境に配慮

2017年にジヤトコ(広州)自動変速機有限公司が「ISO14001:2015版」を取得 主力商品のCVT・ATに加え、電動車両用e-Axleの研究開発も進めています

環境とクルマのこれからに、ジヤトコができること

　世界の自動車メーカーに安定した商品供給を行うために、ジ

ヤトコでは生産拠点をグローバルに拡大中です。これらの生産

拠点では環境への負荷を最小限に抑えるために、日本の生産

拠点と同様の環境保全策を展開しながら、各拠点独自のアイ

デアも積極的に試行しています。また、環境マネジメントシステ

ムの新規格「ISO14001：2015版」を、グローバル各拠点で
取得しました（2019年11月に設立したジヤトコ蘇州は取得に
向けて推進中）。

　燃費性能に優れたトランスミッションを、環境に配慮しながら

生産するために、これからも環境への影響を抑えた生産を、世

界の拠点で展開していきます。

　お客さまはより環境への負荷が小さく、燃費が良い、クリーン

なクルマを求めています。私たちジヤトコはトランスミッション

事業で培ってきた経験を生かし、走行性能と環境性能の両立

を追い求めてきました。その技術や経験は、「Jatco CVT-X」
「Jatco CVT-S」「Jatco CVT7」「Jatco CVT8」
「Jatco CVT8 HYBRID」「JR913E」などの商品を通じて、
その価値を提供しています。今後は電気自動車（EV）、燃料電池
車（FCV）のような電動車両に対応するトランスミッションや
e-Axleなどの革新的な技術を開発し、クルマ社会の未来に貢献
してまいります。

　「環境とクルマが共生できる社会の実現」を目指した私たちの

「モノづくり」への挑戦は、これからもとどまることはありません。

環境に配慮した商品と設備で、
「環境とクルマが共生できる社会の実現」を目指します。

●テクノロジー・・・エネルギー伝達効率の高いトランスミッションの開発
●汚染予防・・・環境問題の未然防止及び法令の遵守　
●資源有効活用・・・資源、エネルギーの使用の最小化
●継続的改善・・・環境マネジメントシステムの有効性向上

環境とクルマが共生できる社会の実現



MATERIAL BALANCE

Material
Balance マテリアルバランス

320,739t-CO2 701,092kNm3 2,207km3 499t

CO2 排出ガス（生産工程） 排水 直接埋立廃棄物OUTPUT
輸送

生産工場（生産プロセス）

オフィス 研究開発 調達 材料 機械加工 サブ組立 メイン組立 ファイナル
テスト

P.19 P.33P.18 P.15

P.17
●トラック ●船舶
●飛行機  ●鉄道

納品先

お客さま

全世界の自動車メーカー組立工場

INPUT

工業用水
1,262km3

灯油
5,913kL

その他
125kL

アルミ材
77kt

鋼材・銅板
174kt

LNG
10,059km3

LPG
1,754t

上水
241km3

地下水
949km3

電力
605,669MW･h

水資源 エネルギー

etc.

原材料

CO2

　ジヤトコは循環型社会形成を目指し、事業活動において生じた産業廃棄物については、適切な資源の使用と排出量低減に取り組んでいます。

事業活動に伴う排出量の把握

9

※表記の数値は、2021年度のグローバルのデータです



IMPROVEMENT EFFORTS

Improvement
Efforts 業務の継続的改善への取り組み

　ジヤトコは年度ごとに環境負荷軽減のための取り組み事項を「環境目標」として掲げ、その実現を目指しています。また、毎年度の取り組み結果を踏まえ、次年度以降の目標を設定することで、環境パフォーマンスの継続的改善を図っています。

PDCAサイクルに基づいた継続的な環境負荷軽減

■2021年度の目標と実績

評価／○：目標達成率100%　△：目標達成率80%～99%

定期的レビュー実施 ○
●定期審査受審、登録継続
●内部環境監査実施（1回）
●環境委員会実施（2回）

内部環境監査員の養成 ●7名 ○ ●必要人員

行政、官公庁からの指摘 ●指摘件数 0件 ○ ●指摘件数 0件

著しい環境側面の維持管理 ●定期見直し件数 100% ○ ●定期見直し実施率 100%

環境法関連教育の実施 ●環境教育の実施（2回） ○ ●環境教育の実施（2回）

環境事故防止 △ ●Bランク事故 0件
●Cランク事故 2件

●Bランク事故 1件
●Cランク事故 0件

省エネルギーの推進
●生産台数当たりのエネルギー量（CO2換算）

●0.0523t-CO2/台 △ ●0.0555t-CO2/台

廃棄物削減の推進
●廃棄物総発生量の削減

●1.7810kg/台 ○ ●1.766kg/台

●0.628㎥/台○●0.590㎥/台●0.619㎥/台

環境配慮設計
［環境保全、自動車燃費改善への貢献］

●個別（商品）課題の目標達成率 100％ ○ ●個別（商品）課題の課題達成率 100％

商品の環境負荷物質管理と削減 ●商品の環境法規制への適合率 100％ ○ ●商品の環境法規制への適合率 100％

外部への情報公開 ●環境社会報告書の発行 ○ ●環境社会報告書の発行

地域社会とのコミュニケーション ●地域貢献活動への参加件数（99件） ○ ●地域貢献活動への参加件数（50件）

環境マネジメントシステムの継続的改善

法規制の遵守、環境問題の未然防止

資源の有効活用

環境負荷低減に向けた技術開発
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地域、社会や自然との共生

環境目的 項  目 2021年度目標値 2021年度実績評価 評価 2022年度目標

●定期審査受審、登録継続
●内部環境監査実施（1回）
●環境委員会実施（2回）

●定期審査受審、登録継続
●内部環境監査実施（1回）
●環境委員会実施（2回）

●必要人員

●指摘件数 0件

●定期見直し件数 100%

●環境教育の実施（2回）

●Bランク事故 0件
●Cランク事故 2件

●0.4803t-CO2/台

●1.8850kg/台

●個別（商品）課題の目標達成率 100%

●商品の環境法規制への適合率 100％

●環境社会報告書の発行

●地域貢献活動への参加件数（50件）

水使用量の削減



ENVIRONMENTAL MANAGEMENT

Environmental
Management System 環境マネジメントシステム

環境マネジメントの推進体制

■ジヤトコの品質・環境マネジメント推進体制

トップマネジメント（社長）

品質方針 環境方針

事務局 各担当役員（部門方針）

各工場・部（部方針）
課長（課活動計画）

品質委員会 品質管理責任者 環境管理責任者 環境委員会

事務局

環境サイト責任者
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　ジヤトコは、静岡県富士市の本社と日本国内の各生産拠点でISO14001
認証を取得しています。

　環境マネジメントシステム（EMS）推進体制としては、環境管理責任者1
名、サイト責任者9名、副サイト責任者3名を任命し、環境管理責任者の責

任と権限のもと、各生産拠点・部門ごとにEMSを推進しています。また

2011年には、品質と環境のマネジメントシステムの統合を実施しました。

　ジヤトコ全体のEMS推進については、環境管理責任者、サイト責任者で

構成される全社環境委員会で、総合的に審議と評価を行い、フォローする

体制をとっています。すべての部門や生産拠点で全社共通のEMSを運用

することで企業としてのベクトルを一元化し、環境マネジメントを強力に推

進していることがジヤトコのEMSの大きな特徴です。

　国内グループ会社では、ジヤトコ エンジニアリング株式会社が独自に

ISO14001認証を取得しています。海外拠点では、ジヤトコ メキシコ社

が2011年、ジヤトコ（広州）自動変速機有限公司が2013年、ジヤトコ 
タイランド社が、2015年度にISO14001認証を取得し、さらに2019
年に生産開始したジヤトコ（蘇州）自動変速機有限公司も同認証取得に

向け環境マネジメントシステムの構築を推進しています。



ENVIRONMENTAL MANAGEMENT

Environmental
Management System 環境マネジメントシステム

環境活動推進体制

＊1 企業理念の詳細はP.3をご覧ください
＊2 品質方針の詳細はP.34をご覧ください
＊3 環境方針の詳細はP.6をご覧ください

■ジヤトコの環境活動概念図 ■ジヤトコの環境企画分科会概念図

ステークホルダー お客さま、従業員、ビジネスパートナー、地域社会など

環境価値の創造と提供、持続可能な社会の実現

サブEMS
スパイラル

富士地区

掛川地区

八木地区

京都地区

各地区の
環境活動

省エネの推進

環境負荷物質の低減

燃費の向上

新技術の開発

各部門（機能）の
環境活動

メインEMS
スパイラル

A

C
D

P

C
D

P

A

C D

P

C
D

P

環境中長期戦略

クロスファンクショナル活動

環境戦略
企画

環境対応
生産

グリーン
物流

環境対応
生産技術 環境広報

環境対応
商品企画

地域
コミュニケーション

材料・化学
物質管理

グリーン
調達

環境問題

企業
競争力

CSR

法規制

企業理念＊1

品質＊2

環境＊3

方針
顧客要求
事項

社会情勢 上位方針
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地区別の環境委員会で地域にあった活動を推進

　ジヤトコでは地区別に環境委員会を設置し、その地域にあった環境活動

を実施しています。

　ジヤトコ全体のPDCAサイクル（メインEMSスパイラル）と地区および

部門ごとのP D C Aサイクル（サブE M Sスパイラル）という2種類の

PDCAサイクルを相互に連動させ、各取り組みの方向性を統一。より効果

的な活動ができるよう継続的な改善を行うことで、ステークホルダーへの

環境価値の創造・提供を目指しています。

環境企画分科会で中長期戦略を検討

　ジヤトコでは、中長期の環境戦略を検討する組織として「環境企画分科

会」を2008年に立ち上げました。地区ごとの環境マネジメントを行う「EMS
推進体制」に対し、社会情勢や上位方針などを受け、ジヤトコがとるべき環境

の中長期戦略を検討・推進するための組織です。ジヤトコ全体を俯瞰しなが

ら、社内を横断した企画・マネジメントを実施しています。また、海外拠点での

環境活動の企画・マネジメントなども連携しながら推進しています。

　分科会の中には商品開発や生産、調達などの事業活動ごとに8つの小

分科会を設け、機能を軸とした環境マネジメントを展開しています。中で

も環境企画分科会では、ジヤトコが環境における最重要課題としている

「地球温暖化防止」、「環境保護」、「資源の有効活用」という3つの分野で

の取り組みを強化しています。



CARBON NEUTRALITY INITIATIVES

Carbon Neutrality
Initiatives カーボンニュートラルへの取り組み

ライフサイクル全体での取り組み 原材料調達からリサイクルまでのCO2削減

生産における取り組み DX推進、生産技術の革新、
　　　　再生可能エネルギーの導入、発電

既存商品の高効率化、
　　　　次世代自動車に向けた商品開発

開発における取り組み

環境活動への取り組み 行政・地域社会・NPO法人などと協働した環境活動

ジヤトコは、2050年までにバリューチェーン全体でのカーボンニュートラル実現を目指します

2030年までにCO2排出量

＊2013年比
46％減＊を目指す

13

ことにより、2030年までにCO2排出量を2013年比で46％削減します。

そこから2050年にかけては、空気中のCO2を直接回収する技術や自らエネ

ルギーを創り出す、創エネルギーなどを活用し、カーボンニュートラルを実現

します。

　ジヤトコは「ライフサイクル全体」「生産」「開発」「環境活動」の4つの領域へ

の取り組みを中心に、2050年までにバリューチェーン全体でのカーボンニュー

トラル実現を目指します。中間目標として、工場における溶解炉・アルミ熱処理

炉燃料の転換や、熱処理の寄せ止め、フォークリフトの電動化などを推進する

カーボン
ニュートラル

46%↓

2050年2013年

CO₂
CO₂

2030年

カーボンニュートラル・ステアリング・コミッティで議論

　カーボンニュートラル実現に向けた戦略策定や進捗確認などは月に1回の

カーボンニュートラル・ステアリング・コミッティで議論しています。「ライフサイ

クル全体」「生産」「商品」「環境」の責任者が参加し、社長らレビュアーの支援・

意思決定による迅速な課題解決と全社での活動の活性化を目指しています。



CARBON NEUTRALITY INITIATIVES14

Carbon Neutrality
Initiatives カーボンニュートラルへの取り組み

ジヤトコ社内のライフサイクル全体での取り組み

商品企画/開発からリサイクルまでの
一連のライフサイクルにおける環境影響を評価し、

CO2削減に取り組みます

商品企画
／開発

環境配慮商品の企画／開発

CO2 CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

商品の再利用・再資源化

トランスミッションの
伝達効率最大化

集荷・梱包作業の効率化

省エネルギー・省資源の推進

効率的な積載方法の導入

リサイクル 集荷

生産走行

出荷



PRODUCTION EFFORTS

Production 
Efforts 生産の取り組み

スマートファクトリーを目指す
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　ジヤトコは工場のスマートファクトリー化を目指しています。2020年4月

1日に立ち上がったデジタルイノベーション推進部を中心に、モノづくりの

ジヤトコのスマートファクトリー構想

DX（デジタルトランスフォーメーション）を進め、生産性向上や省エネルギー
を促進しています。

　ジヤトコの工場は素材仕入れ、加工、組立、検査、出荷に至る一連の工程を1本
のラインのように同期させることで、一切の無駄を排除するシステムを組んでい

ます。途中で生じたエラーにより生産が止まれば次の工程、またその次の工程へ

と影響が出てしまいます。そうした影響をなくすためにも、生産工程の設備状態

を常時見えるようにすることで「止まらない工場」を目指しています。職場で発生

した品質問題などを直ちに解決するQRQC＊を基本とし、稼働状況が一目で分

かる稼働管理ソフトウェアを内製で作成。これにより、チョコ停や故障などの現象

を素早く把握し対策を打つことで、生産ロスを減らすことが可能になりまし

た。稼働モニターの導入により、生産ラインの効率が５％向上しました。

ジヤトコは究極の効率と品質を目指し、

デジタル技術の幅を広げながらスマー

トファクトリーを実現するとともに、1台
のユニットを製造するために消費する

エネルギーを最大限削減し、カーボン

ニュートラルの実現に寄与します。

設備の稼働状況を可視化

平均 5% 改善
■2019年4月

　■2019年6月

DA B C E F G
＊Quick Response Quality Control

■モニター導入による生産ライン稼働率向上例

＊1 JATCO Excellent Production System
＊2 Plan-Do-Check-Act

稼働管理ソフトウェアを使ったQRQCの様子

全社ビックデータ連携
（市場データ、サプライヤ情報）

最高効率を
維持し続ける工場

結果系と要因系が紐付いた生産ラインのデータを取得

“早く、正確に”
“気付かせる”
ための見える化

経験に基づいた仮説を
確かなデータで裏付けし、
精度良く素早く立証。
新たな価値を未来志向で
提供する

JEPS＊1活動
予兆保全
品質予兆

仮説→実行→効果確認

データ活用基盤

工場

工場運営業務

経営判断

PDCA＊2サイクルを高精度かつ早く回し、生産性向上を実現



＊液体ナトリウムと液体硫黄、特殊セラミックを利用した蓄電池
NaS電池設備

異業種コラボレーションで
地球環境を保全
　地球環境保全に向けた新たな取り組みとして、ジヤトコでは異業種企業と

の連携を積極的に進めています。東京電力エナジーパートナー株式会社と

は、2005年度から共同でNaS電池＊設備を導入し、負荷の少ない夜間に充電
し負荷の高い昼間に使用することで、効率的な電力運用を実施しています。

また、2020年度には設備更新を行い、電力会社の電力不足時に電力を放出
し、電力需給の安定に貢献しています。

生産プロセスの効率化を追求した
省エネルギー・省資源活動を推進
　ジヤトコでは原材料の購入後、粗材、加工、組立と完成ユニットまでの一貫生

産を行っており、新商品計画時、新技術開発時においては地球資源の有限性を

認識したアプローチを行っています。特に新技術の積極的導入によるCO2削減

や有害物質管理、遊休設備の活用によるリサイクルといった重点課題に取り組

むため、環境負荷が低い高効率な工法の開発やプロセスを短縮するための革

新技術の開発、省エネルギー・省資源型設備の導入・転換などを進めています。

生産工程・工法の変革と
革新的技術開発を強化
　ジヤトコでは次世代技術の開発においてもCO2排出の低減を主要目標の

ひとつに掲げており、生産部門と開発部門が連携して2050年度までに温室
効果ガスをゼロにするという目標の達成を目指しています。そのひとつ、最新

のCVTの生産工程・工法では、これまでのプロセスをさらに見直し、生産リー
ドタイムを大幅に短縮しています。その他すべての部品について生産部門・開

発部門が連携しながらCO2の排出抑制に取り組んでいます。

　また、開発初期から生産技術部門が商品の設計にかかわる「生産設計」を進

めることで、商品性能と生産性の向上を両立させる活動にも注力しています。

ダイキャスト時の溶湯購入・歯車部品のシェービング工程廃止・次世代真空浸炭炉

の開発・薄肉ダイキャストや材料変更によるユニット軽量化、鋳造機を小型化（ダ

ウンサイジング）することで、より少ないエネルギーで同じ製品が製作可能になる

など、さらなる技術のブレークスルーに挑戦しています。

PRODUCTION EFFORTS

Production 
Efforts 生産の取り組み
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加工・熱処理ラインに生産設計を導入

▲

新ユニット用
ライン

従来ユニット用
ライン

従来ユニット用
ライン

新ユニット用
ライン

27台×3.5モジュール

66.6%

43%

▲33%

49台×3.5モジュール

100%

熱処理ライン

加工ライン

設備台数

サイクルタイム

　「Jatco CVT7」では、生産技術部門が開発初期から商品の設計にかか
わる「生産設計」を推進しました。プーリーの加工ラインでは加工箇所を極

力少なくすることで設備台数・サイクルタイムを大幅に削減し、熱処理ライ

ンでは必要なスペックを絞り込みサイクルタイムを大幅にカット。現在、大

幅な増産を実現しています。

真空浸炭炉

油圧圧入からサーボ（電動）圧入に変更
　従来の組立工程における油圧の圧入では油圧発生装置でポンプを常時回し

ていることにより消費電力が多く、騒音・発熱も大きいことから、サーボを用い

た電動圧入への変更を進めています。サーボは油圧の圧入のようにポンプを

常時駆動しないため、消費電力・騒音・発熱を抑えることができました。



LOGISTICS EFFORTS

Logistics
Efforts 物流の取り組み

ダブル連結トラック鉄道輸送
＊CO2排出量原単位:CO2排出量（t -CO2）÷輸送荷量（kt・km）

■CO2排出量原単位の推移（指数）

2021（年度）2016 2017 2018 2019 2020

110
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13％削減
2021年度の輸送におけるCO2排出量

モーダルシフトの推進

　ジヤトコではグリーン物流としてCO 2排出量削減に取り組んでおり、

2016年から5年間で13%削減しました。
　部品輸送に伴うCO2排出量を削減するため、日本国内のお客さまの

理解を得ながらモーダルシフトを推進しています。

　具体的には、ジヤトコの生産拠点である静岡までの調達部品の輸送に

2005年度より広島方面(約780km)からの部品輸送をトラックから鉄道
に切り替えました。この結果、CO 2削減率で83.3%の効果をあげる
ことができました。

　また、2019年9月よりジヤトコ富士地区から京都八木地区へのジヤトコ
生産部品の輸送にダブル連結トラックを導入しました。高積載率での輸送

を行い、CO2削減につなげました。

　今後もモーダルシフトや積載率効率アップによるトラック台数削減などを

推進していきます。

87

鍛造工程の残熱を利用

新ライン

一貫ライン化

鋼材受入 切断 プレス 熱処理 ショット 潤滑処理 冷間プレス 外観検査 パレタイズ 次工程

従来ライン 潤滑処理 冷間プレス 外観検査 パレタイズ 次工程鋼材受入 切断 プレス 熱処理 ショット

　ジヤトコでは、従来、熱間鍛造後に部品をいったん冷却し、再度加熱し

て粗材熱処理を実施する工程を採用していましたが、現在、熱間鍛造後

の残熱を利用する熱処理方式（自熱焼鈍化）への変更を推進しています。

別ラインで熱処理されていた工程を一貫ライン化することが可能となり、

ライン間の物流も省略できました。

（2016年度比）



太陽光発電システム導入と屋上緑化
　富士本社の屋上に再生可能エネルギー利用設備である太陽光発電システム

（10kW）を設置し、発電電力を空調設備の電力として利用しています。また、植物
による建物温度低下特性を利用した屋上緑化を実施し、夏場の空調設備における

電力消費量を抑えています。2020年度は約5tｰCO2を削減しました。

ENVIRONMENTAL ACTIVITIES EFFORTS

Environmental Activities
Efforts 環境活動など包括的な取り組み
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太陽光発電システム 屋上緑化

eco検定 電力の見える化システム

環境コンテンツによる従業員の啓発活動

　従業員の環境意識向上を目的に、従業員向けポータルサイトに環境専門の

サイトを設けています。社内外の環境行事への参加を呼びかけるとともに、ジ

ヤトコ独自のeco検定やエコドライブ検定など気軽に環境問題を学べるコン
テンツを掲載しています。

各工場で照明設備を改善（電力量の削減145MW･h）
　照明改善によるCO2削減は省エネルギーにおける主要アイテムのひとつで

あり、計画的に進めています。工場照明における消費割合は決して少なくないた

め、工場単位で主に天井照明の改善を実施。照度環境を確保したうえで、省エネ

ルギー型器具への変更のほか点灯の間引きや適切な消灯を実施しました。

白色灯 昼光色

回生エネルギーや省電力機器の利用と消費電力の見える化
　モーター回生エネルギーの利用やLED照明など省電力機器の採用により、
電力消費量を抑えることができました。また、メインライン、サブラインごとに消

費電力を見える化し、省エネ意識を向上させる活動を進めています。

環境保全への貢献
　ジヤトコは行政や地域社会、NPO法人などと協働した環境活動を推進し

ています。例えば、富士市を流れる田宿川の水草を刈る活動です。水草は放

置するとゴミが溜まり、水位が上がるため洪水の原因となります。周囲住民

の皆さんが安心して生活できるよう、今後もよき企業市民として環境保全

に貢献していきます。

オフィスでの取り組み
　実際の電力使用量の状態が分かる「電力見える化システム」や省エネル

ギーの情報を掲載した「動力原低について」を掲載しています。

　全従業員が各地区の電力使用量を手軽に確認できるため、一人ひとりの自

発的な節電活動につながっています。



■バーチャル実験による効果例

HILSを使ったバーチャル評価＊Hardware In The Loop Simulation

DEVELOPMENT EFFORTS

Development
Efforts 開発の取り組み

コア技術を生かした商品開発を加速

19

　実際にクルマを走行させたときに各機能部品に起こる現象をコンピュー

ターでシミュレーション予測することで、これまで実車で実験していたもの

をバーチャル実験（HILS＊など）に置き換えています。
また、新たに織り込む制御システムなどもバーチャル上で確認することで、

実車に搭載した際に手戻りなく開発できるようになりました。

これらバーチャル評価が進むことで、開発期間が短縮できることはもちろ

ん、実車を使った実験が減り、試作品の削減や実験用燃料の削減など環境

への効果もあります。

　また、システムズエンジニアリングの手法を既存製品や次世代商品に適

用し、グローバルに展開することに

よって50％の手戻り率改善が見込ま
れ、開発期間の短縮だけでなくフィジ

カル実験の削減によるガソリン使用

量の削減にも貢献しています。

バーチャル評価による環境負荷低減

　ジヤトコはこれまでもトランスミッションの多段化やフリクションの徹底的な

見直し、制御性の向上など伝達効率を極限まで改善し、燃費向上に取り組ん

できました。

　一段と加速する電動化シフトの中でも、ギア技術をはじめとする独自のコア

技術を生かした商品開発を加速し、2020年代半ばまでにギア・モーター・イン
バーターが一体となった e-Axleを市場投入します。2030年には電動車向けユ
ニットの年間生産台数 500万台を目指します。

ジヤトコの開発＆モノづくりの一気通貫を支えている各基礎基盤技術

HILSなどを用いて、車両走行状態での結果をシミュレートし、
実際に車両を走行する条件を抽出

17%

車両走行時間が削減し、燃料消費量17％相当削減

車両走行距離

車両走行距離

モデル活用

コンポ/システムデザイン 生産技術 計測/評価技術 グローバル生産/アフターサービス

トライボロジー
（ベルト&プーリー/
ギア/クラッチ）

ギア加工
（ギア）

機械加工（プーリー/ギア）

コンポ/
システムテスト

ユニットファイナルテスト

グローバル量産

品質確保車両性能評価/適合

e-Axle（3軸） e-Axle （変速機能付き）e-Axle（同軸）



PRODUCT & TECHNOLOGY EFFORTS

Product & Technology
Efforts 商品・技術への取り組み
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JR913E
既存商品

新開発のCVT、Jatco CVT-Xは当社がトランスミッションの専門メーカーと
して技術の限界に挑んだ商品で、環境性能と運転性を飛躍的に向上させてい

る。高い燃費性能を実現するダウンサイジングターボエンジンとの組み合わ

せにも対応し、徹底的なフリクション低減を実現などの特長を備えています。

CVTとしては難しいとされていた伝達効率90%の壁を越え、これまでにない
レベルの完成度を実現しました。

環境性能と運転性を飛躍的に進化させたCVT「Jatco CVT-X」
理想的なギア比の設定、レスポンスの良い変速を実現する油圧システムを構築し

た、高効率・高応答なFR車用オートマチックトランスミッション「JR913E」を開発
しました。「JR913E」はトランスミッションケースにマグネシウムを、トランス
ミッション周りのボルトにアルミを、オイルパンに樹脂を採用し軽量化を実現。

さらに、オイルポンプやギア、クラッチなどのメカニカルロスを最小限に抑え、

走行条件に応じてトランスミッション内の潤滑流量を各構成部品に最適に供給

することで燃費向上に貢献しています。

燃費性能と運転性能を両立「JR913E]
日産アリアの減速機用部品

日産自動車のフラッグシップEVである新型日産アリアに搭載されている減速機
に、ギアを中心とした、ファイナルギア、インプットシャフト、アウトプットギア、

アウトプットシャフト、パーキングホイールの5部品を供給。EVの特徴である、
力強くも上質で滑らかな走りにとって欠かせない静粛性に、ジヤトコのギア

技術が貢献しています。

新型日産アリアに搭載されている減速機用の部品



PRODUCT DEVELOPMENT

Product Efforts:
Development 商品と将来技術への取り組み
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独自技術を生かした電動化商品の投入

採用したFFハイブリッド車用トランスミッション、Jatco CVT8 HYBRID
を市場投入し、さらに2021年からはジヤトコ タイランド社で日産キックス

向けのモーター・ギアボックスの生産を開始しました。今年も日産のフラッグ

シップEVである新型日産アリアにもギア部品を供給し、日産アリアの特長

　ジヤトコは10年以上前から電動化時代に備えてノウハウを積み重ねてき

ました。2010年に世界で初めて1モーター2クラッチシステムを採用した

FRハイブリッド車用トランスミッション、JR712Eを開発。2013年には同シ

ステムのエンジンとモーターの結合部に世界で初めて乾式多版クラッチを

の一つである静粛性などに貢献しています。

積み重ねてきたノウハウを基に、2020年代半ばにはモーター・ギア・イン

バーターが一体となった電動車用駆動ユニットのe-Axleを本格的に市場投

入します。

JR712E

2010 2013 2015 2021 2022 2025

日産フーガ
ハイブリッド

DC-DCケース 日産リーフ

日産エクストレイル
ハイブリッド

日産パスファインダー 電動車向け
モーター・ギアボックス

日産キックス eパワートレイン
推進部発足

電動車向けギア 日産アリア

e-Axle
市場投入

（JF019E）

（JF018E）



循環型社会の実現へ

22

　3Rとは、循環型社会を構築するためのキーワードとなるReduce（リ

デュース）、Reuse（リユース）、Recycle（リサイクル）という3つの英

単語の頭文字を表したものです。

　ジヤトコでは特に商品を長く使って頂けるように設計開発することで

廃棄物については、削減目標を設定し、その達成に向けて取り組んでいます。

長期的には、2050年までに生産台数当たりの廃棄物排出量50％削減

（2016年比）を掲げています。

3R INITIATIVES

3R 
Initiatives 3Rへの取り組み

■商品の「3R」

・ 設備廃液の減容化による削減
・ スクラップ、不良品の削減による
  資源使用量の削減
・ 廃棄物削減アイテム発掘活動推進

・ 廃液の再生油化
・ 容器、資材のリターナブル化推進

廃棄物を減らし（Reduce）、市場から回収された製品の中からまだ使

える部品は再生利用し（Reuse）、再生可能な材料を活用して新たな資

源として再生すること（Recycle）に取り組むことで循環型社会の実現

に取り組んでいます。

50%削減

2050年

（2016年比）

2050年2016年 2021年

RecycleReuse

Reduce

使用済みCVT・ATを回収し、
再生修理により新たな商品として

市場に循環させる
リマニュファクチャリング（リマン）

事業を展開しています。

商品の耐久性を向上させ、
長期間使っていただける
商品開発に努めています。
現在、CVT用オイルの

無交換保証を実現しています。

商品の開発段階から資源として
再生可能な材料を数多く使用することで、

CVT・ATのリサイクル率を
向上させています。

現在、重量比で95%以上を
達成しています。

ジヤトコ商品
（CVT・AT）



3R INITIATIVES

3R 
Initiatives 3Rへの取り組み
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工場の廃液を削減
　工場やオフィスから排出される汚水は、

社内の水処理施設に送られ安全な水に処

理してから河川に放流しています。しかし、

油分や堆積物の多い濃廃液や離型剤廃液

は水処理施設で安全な水質に処理できな

いため、廃棄物として外部で処理していま

した。そこで使用薬剤や浄化方法の見直

しを繰り返し行い、濃廃液と離型剤廃液

の処理が可能に。この改善によって濃廃

液と離型剤廃液の廃棄物量を70%削減し
ました。

オフィス

廃水処理場

河川放流

工場

工場

一般廃水

廃液処理槽
油分や堆積物の多い廃液と

離型剤廃液の
廃棄物量を 70%削減

汚水槽経由

薬品処理 油分離

直彫り加工で製作したダイキャスト金型

型直彫り化による環境負荷の軽減
　ジヤトコで行っているダイキャストや鍛造で使用している型は形状が複雑

なため、従来は放電加工を用いて製作していましたが、現在はマシニングセン

ターで直接加工する直彫り化を推進。

加工プログラムや切削条件の改善によ

る加工時間短縮で廃棄物も大幅に削

減できました。

輸送・梱包資材の改善

　トラック台数削減につながる積載率向上対策として、購入部品の納入荷姿

の改善を行っています。

　また、従来、商品の移動・保管に使用している樹脂製容器や商品保護のた

めに使っている樹脂製緩衝材類は、劣化や商品の変化により使えなくなった

場合、産業廃棄物として処分してきましたが、ジヤトコでは2004年以降、ほ
かの商品への再利用を開始。また、樹脂製品製作会社にも協力いただき、原

料としてリサイクルするなど、廃棄量の削減を進めています。

■購入部品の荷姿の改善

無駄な空間を無くすことにより、荷の輸送効率が向上するだけでなく、
荷扱い時の安全性向上も確保しています

また、合わせて容器のクリーン化活動も推進しています

洗
浄
前

洗
浄
後

■輸送用樹脂製容器類の再利用・リサイクルの推移



リマニュファクチャリング体制

■リマン事業のプロセス

回収

出荷

回収 出荷分解調査 部品洗浄 部品検査 部品交換 組　立 性能テスト
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経済産業省産業技術環境局長賞を受賞

　ジヤトコでは1989年からCVT・ATユニットのリユース事業に取り組み

リマニュファクチャリングの技術開発を進めてきました。リマニュファク

チャリング（リマン）とは、従来使用済み品として廃棄されていた当社製の

CVT・ATユニットを自動車ディーラーの整備工場から回収し、分解調査、

部品洗浄、部品検査、部品交換、組立、性能テストを行い、リユース品であ

りながら新品とかわらない品質のアフターセールス部品として、自動車

ユーザーの皆さまへお求めやすい価格で提供するシステムです。

　特に点検基準設定においては、改善のPDCAを回すことにより再利用部

品の拡大を図り、省資源、省エネルギー化を進める事でCO2削減に寄与し、

地球温暖化防止に貢献してきました。さらにリユース品独自の点検項目を追

加し、新品の量産品と同等の性能テストで性能確認を実施することで、新品

と同等の品質を保証しています。

　またリユースしやすい部品設計、修理しやすい構造設計にも取り組み、

市場から回収したCVT・ATユニットの再利用率の向上にも取り組んでいま

す。さらに、市場から回収した部品を細かく調査し商品開発へフィードバッ

クすることで、商品の更なる品質向上を行っています。

　この活動が環境資源の効率的な利用に大きく貢献していると評価され、

2017年度 資源循環技術・システム表彰（主催：一般社団法人産業環境管理

協会、後援：経済産業省）において、経済産業省産業技術環境局長賞を受賞

しました。

　現在リマン事業拠点は、日本（日本、欧州向等）、メキシコ（北米向）に加え、

中国では現地修理会社と提携するなどグローバルで3R活動向上に取り組

んでいます。

　今後はグローバルに拠点を拡大し、より高いレベルで地球環境保護に

貢献していきます。

リマン用CVT・AT

リマンCVT・AT

3R INITIATIVES

3R 
Initiatives 3Rへの取り組み
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■PRTR対象物質の取扱量と排出量(2021年度)

廃棄物削減と化学物質管理

＊1 有害大気汚染3物質：ジクロロメタン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン
＊2 PRTR：Pollutant Release and Transfer Registerの略。特定化学物質の環境への排出量の把握
     および管理の改善の促進に関する法律

〈廃棄物削減活動〉

（2006年度比）

単位：kg（ダイオキシン類はmg-TEQ/Nm3）

区分 化学物質名 取扱量
排出量 移動量

廃棄物大気 水質 土壌

特定第一種
ダイオキシン 20.6 0
ベンゼン 0

0
0 0

第一種

エチルベンゼン 1,500 4.9 0
キシレン 58,800 13.1 0
1,2,4-
トリメチルベンゼン 61,400 0.1 0

1,3,5-
トリメチルベンゼン 0 0 0

ノルマル-ヘキサン 0 0 0
トルエン 21,700 379 0

0
0
0
0

0

0

0
0

0
0
0
0

0

0

0
0
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■直接埋立廃棄物量の推移（日本国内）
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0
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0
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0

20212019
0

2020
00

33
0 0 0

13年連続排出「0」達成13年連続排出「0」達成

〈化学物質の管理活動〉

100％達成分別の徹底で
廃棄物を再資源化

全員参加による
廃棄物削減活動ゼロ・エミッション活動の実施 有害大気汚染3物質の削減ゼロ達成

直接埋立廃棄物量

揮発性有機化合物の管理 99％削減
2021年度のVOC排出量

65.5％削減
2021年度の廃棄物総量

PRTR＊2対象物質の管理

地下水汚染

（2000年度比）

ゼロ維持
2021年度の有害大気汚染3物質排出量

再資源化率

　ジヤトコでは環境マネジメントシステム（ISO14001）の廃棄物削減推進管理に「廃棄物の
ゼロ・エミッション」を組み込み、その達成に向けた取り組みを推進しています。その結果、2009
年に日本国内の事業所では直接埋立廃棄物量を“ゼロ”にすることができました。海外において

も直接埋立廃棄物量の削減に努めています。

　ゼロ・エミッションの一環として、ジヤトコでは廃棄物などの焼却処分や埋立処分を打ち切り、

サーマルリサイクル（燃料化）やマテリアルリサイクル（再生利用）などを推進しています。また、

廃棄物を有効な資源として活用できるよう、分別を徹底しています。この活動により、日本国内

の事業所では再資源化率100％を達成することができました。

　揮発性有機化合物（VOC）対策は、一般社団法人日本自動車部品工業会（JAPIA）の行動計
画に基づき、2010年度までに全VOC排出量を30％削減（2000年度比）することを目標とし
た活動を実施しました。その結果、2006年度までに98％削減することができ、2010年度には
99％を達成、2021年度も99％を削減しました。

　ジヤトコ従業員は常に「削減できないか、再利用できないか、他に使えないか」を考え、廃棄物

を減らす工夫をしています。どうしても捨てざるを得ないものは再資源化しやすいように分別基

準を決めて廃棄しています。

　各事業所では、廃棄物総量削減の目標を立て、各職場が実施した取り組みのアイデアを登録

することで、廃棄物削減情報の共有化と職場ごとのモチベーションの向上を図っています。

　有害大気汚染3物質＊1の排出量については、2006年度に100％削減を達成し、2021年度も
維持しています。

　ジヤトコが取り扱う、PRTR対象化学物質の国内生産拠点合計の排出量と移動量は下表の
通りです。

　土壌・地下水汚染対策として、有機塩素系溶剤の使用を全廃し、現在は過去の有機塩素系溶

剤の使用履歴と環境への影響をモニタリングしています。
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毎年2％の水削減が目標
　ジヤトコは工場での生産に伴う水使用量を把握し、削減への取り組みを進

めています。親会社である日産自動車株式会社が策定した「ニッサン・グリー

ンプログラム」に則り、地球規模の水枯渇対策として2014年度から本格的に
水使用量の削減に取り組んでいます。毎年2％削減することを目標に置き、

2021年度は2014年度比32.9％の削減を実現しました。

水処理設備

高水準の浄化を継続的に維持
　排水にあたっては国や市町村の基準を遵守するのはもちろん、それ以上に

厳しい社内基準を設けて浄化を実施しています。各地区の特徴に応じて、活

性炭吸着法、限外ろ過法、高速凝集沈殿法、接触酸化法、 砂ろ過、加圧浮上な
どの施設を組み合わせることで、高水準の浄化を継続的に維持しています。

また、国内の各事業所では水道の蛇口に節水バルブを取り付け、水使用量削

減に取り組んでいます。

富士山湧水クールファン
　富士山麓に位置する富士第1地区工場は敷地内に湧水がわいています。従来
は排水溝から放流していましたが、湧水の温度が1年中15-17℃を維持する
ため、工場内の冷風装置を経由し、天然のクーラーとして活用しています。

削減目標は毎年2%

2014年 2021年
排水溝から
従来通りに放流

吹き出し口

冷たい風

湧水をユニットクーラーへ

湧水を排水口へ

井戸からの湧水を
水槽の送水ポンプで
工場の冷風装置へ送る

冷風装置
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従業員による排水口の色分け作業 廃棄物専用運搬車両による処理施設への運搬

鋳造設備の冷却水循環装置

雨水対策を実施
　工場の敷地へ降った雨水は、排水口から直接河川へと排水されます。工場

敷地内の建物や道路に付着した油脂などによって汚れた雨水が河川に流れ

ないように排水口の状況を常時カメラで監視しています。

　排水口をすぐに認識できるよう、従業員の手で色分けし、間違って汚れた水

を流さないことはもちろん、色分け作業を通じて排水口が河川へとつながる

入口であることを従業員全員が意識するようになりました。

　敷地内を走る従業員のクルマや部品、商品を運搬する車両から漏れたオイ

ルなどが、万が一排水口へ流れた場合に備えて、河川との接続口に流れを止

めるゲートを設けています。

冷却水循環装置の導入で排水を再利用
　ジヤトコでは、生産設備の冷却や洗浄・切削油の希釈に使用している水の

浄化のため、冷却水循環装置を導入し、排水の再利用を推進しています。

安全・安心に配慮した汚水の輸送方法
　ジヤトコでは汚水の発生を減らすとともに、発生した汚水を処理施設へ

と輸送する際にも安全性に配慮しています。部品を洗浄する設備には、水

の汚れを取り除き、繰り返し再使用可能な工夫が施されており、数ヵ月使

用した後にローリー車で処理施設へと輸送しています。

　また、地中に埋設された配管や側溝で汚れた水を処理施設に送る方法

は経年変化の影響を受けやすく、信頼性に問題があると考え、従業員の

目が行き届く地上に露出した配管などで処理施設まで運ぶ方法へと改善

を進めています。
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Environmental 
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地域社会とともに、環境を考え、育む

PDF版『環境社会報告書』 https://www.jatco.co.jp/society/reports.html
WEB「環境への取り組み」 https://www.jatco.co.jp/society/environmental/
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オンライン工場見学の様子ジヤトコ公式サイトの環境活動ページ 茂木文化財の清掃

事務所周辺の清掃

　ジヤトコでは事業所単位で、社会貢献活動や環境保全活動を積極的に行っ

ています。例えば、本社の東側を流れる滝川の土手普請して、草刈りや彼岸花

の球根植え付けを継続的に行っています。地元のNPO法人と協働で遊歩道

の整備を行い、地域の人々がウォーキングを楽しめる環境づくりを目指してい

ます。栃木県の茂木地区にある事業所では、町の文化財保護のための美化活

動を2020年から始め、地域の環境保全に取り組んでいます。

工場見学の受け入れ

　開かれた工場を目指し、地域の小・中・高校生をはじめ様々な団体の工場

見学を受け入れています。工場見学では、生産工程ごとに出る廃棄物を細

かく分別し、リサイクルできるものは新たな製品の原料として利用するな

ど、再生可能な資源を有効活用する3R（リデュース、リユース、リサイクル）

への姿勢を紹介。さらに、実験装置を使って工場で発生する排水をきれい

な水へろ過する様子を体験できるプログラムを実施したりと、環境活動に

関する取り組みを紹介しています。また、2021年度は地域の小学校に向

けたオンライン工場見学を実施しました。

積極的な情報公開を目指して

　ジヤトコでは、環境に関する取り組みについて積極的な情報公開を心がけ

ています。

　当社の活動をステークホルダーの皆さまに広くご理解いただくために、

2005年から継続して「環境報告書」を発行しています。2009年からは、社

会とのかかわりについても情報を充実させて、「環境社会報告書」としまし

た。発行から10年の節目となる2015年には、より読みやすく理解しやすい

報告書を目指し紙面を刷新。さらには、インターネット上の「CSR報告書、環

境報告書の閲覧・検索サイト」などにも積極的に情報を登録するなど、より広

く社会に情報を発信しています。
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田宿川水草刈り

※2021年度は新型コロナウイルスの影響に伴う活動自粛のため、写真はそれ以前のものとなります

鮎の稚魚放流 彼岸花の植付け 富士山クリーンルート3776

三保真崎海岸清掃 水辺探検隊

世界遺産「富士山」を守る

　ジヤトコの本社は、世界遺産「富士山」のふもとの静岡県富士市にあります。

この世界遺産を守るため、富士山に関わる様々な環境活動を実施しています。

　例えば富士山の開山・閉山に合わせ、海岸清掃から富士山頂までの登山

ルートの清掃活動を、ボランティアメンバーを募り実施しています。また、

近隣企業とともに、富士山麗にブナの植林を実施するなど、山を育んでい

く活動を進めています。

　また富士山の豊富な水資源を守ることの大切さを学ぶため、幼稚園児と

一緒に稚魚を放流したり、湧水の仕組みや生き物の観察を勉強する「水辺

探検隊」をサポートしたりするなど、大学や県または市などの自治体とも協力

しながら、環境教育に取り組んでいます。

　その他にも、景観を保ち地域の方々に愛される川にしていくため、近隣

の川の水草刈りや、土手の草刈り・球根の植付けなどの企画・実行を、NPOの

方々や近隣企業と協働で実施しています。

　これらのすべての活動には、緑のビブスを着た当社の従業員がボラン

ティアとして積極的に参加しており、従業員にとっても環境を考える良い機会

となっています。
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電気
エネルギー

天然ガス

プロパンガス

水使用量

2021年度
172,062,929kW･h

1,290,724m3

-
329,334m3

2020年度
169,617,431kW･h

796,922m3

150t
307,989m3

■ジヤトコ メキシコ社のエネルギー使用量

2021年度
電力

エネルギー

87,337,703kW･h
-
-

131,685m3

天然ガス

プロパンガス

水使用量

2020年度
109,968,489kW･h

-
-

161,703m3

■ジヤトコ（広州）自動変速機有限公司のエネルギー使用量
2021年度

電力

エネルギー

19,590,020kW･h
-

20.12t
42,824m3

天然ガス

プロパンガス

水使用量

2020年度
14,555,600kW･h

-
17.46t

34,025m3

■ジヤトコ タイランド社のエネルギー使用量

2021年度
電力

エネルギー

27,699,000kW･h
36,000m3

-
43,156m3

天然ガス

プロパンガス

水使用量

2020年度
29,598,000kW･h

36,000m3

-
43,438m3

■ジヤトコ（蘇州）自動変速機有限公司のエネルギー使用量
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ジヤトコ メキシコ社
　ジヤトコ メキシコ社では、2003年4月の設立以降、環境方針の制定や電
力供給側からの省エネルギー活動、廃棄物分別の推進によるリサイクル率の
向上など、さまざまな環境活動を推進してきました。特に2009年からは環境
マネジメントシステムの構築を進め、2011年5月にISO14001の認証を取
得しました。
　環境マネジメントシステムの運営に当たり、環境委員会、その副委員会であ
る環境法的要求事項副委員会、省エネルギー副委員会の3つの委員会を設
置しています。
　環境委員会は、社長、副社長を筆頭に、各部署の代表で構成され、環境にかか
わる活動を総合的に審議・評価・フォローしています。また、環境法的要求事項副
委員会は、環境担当者をはじめ、生産、安全健康、財務など各部門のメンバーか
らなり、環境にかかわる法的およびその他の要求事項の特定・評価・適応を行っ
ています。省エネルギー副委員会では、電力・水・ガスなど、それぞれの動力源を
使用しているショップごとに、効率的な運用を審議し、推進しています。
　また、年度ごとに環境目標を設置し、環境負荷軽減の実現を目指しています。
前年度の振り返りを実施し、次年度の目標を設定することで、環境マネジメント
システムの継続的改善を図っています。

ジヤトコ（広州）自動変速機有限公司
　2007年設立のジヤトコ（広州）自動変速機有限公司は2013年から環境マネ
ジメントシステムの構築をはじめ、2014年3月にISO14001を取得しました。
　「環境とクルマが共生できる社会の実現」を目指し、同社は環境委員会とISO
事務局を設立し、環境マネジメントシステムを運営しています。
　環境委員会は総経理、各副総経理および各部署の代表で構成され、環境活動
を総合的に管理・評価・フォローしています。ISO事務局は工務部に設置され、環境
法規要求の適合評価とその他の日常事項を実施しています。
　また、環境負荷低減を実現するため、同社は2014年から省エネルギー活動を
はじめ、エネルギー使用量は前年度比3％減を目指しています。

ジヤトコ タイランド社
　2013年9月に生産開始したジヤトコ タイランド社では、設立以来環境マネ
ジメントシステムの構築を進め2016年2月にISO14001を取得しました。
また「ジヤトコ タイランド グリーンアクション」として環境負荷の低減を目指
し、次のような環境負荷を低減する活動を計画し、地元の企業と一緒になって
取り組んでいます。

1.溶湯を他社と共同購入することで環境負荷低減
2.真空浸炭熱処理設備の導入
3.工場排水の浄化
4.資源材料の分別回収による再利用化
5.工場用地内の緑地率極大化

ジヤトコ（蘇州）自動変速機有限公司
　2019年11月に生産開始したジヤトコ(蘇州)自動変速機有限公司では、
2022年度中のISO14001取得に向けた環境マネジメントシステムの構築をす
すめています。この一環として環境委員会を設立や、地域貢献活動として周辺の
企業とともに環境活動に取り組み、危険廃棄物と呼ばれる環境影響のある廃棄
物量を削減するために切粉と切削油の分離装置や熱処理真空浸炭炉排気の

VOCs削減設備を導入し、政府環境局と連携しながら、よりクリーンな企業を目
指しています。



SOCIAL ACTIVITIES

ジヤトコはステークホルダーの皆さまとの信頼関係を築き、

人々から愛され信頼される企業となることを目指しています。

私たちの社会が抱えるさまざまな課題の解決にも取り組み、

持続可能な社会の構築に貢献してまいります。

Social
Activities
Social
Activities

Part 2

社会活動報告

31



OUR STAKEHOLDERS

Our 
Stakeholders

○自動車メーカー
○エンドユーザー

お客さま

従業員 ビジネス
パートナー

地域社会 株　主

ステークホルダー
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ジヤトコのステークホルダー

　ジヤトコの事業活動は、さまざまなステークホルダーとの信頼のうえに成

り立っています。ステークホルダーの皆さまの声や社会のニーズに十分に配

慮しながら事業活動に取り組み、信頼関係を構築することが重要であると考

えています。

　ジヤトコは、お客さまのニーズの変化に対応し、安全・安心を第一に考えた

価値ある商品を提供するとともに、世界No.1のモノづくりを通してお客さ

まの真の満足を追求します。

　ビジネスパートナーの皆さまとも相互信頼に基づいた公正な取引を通じ

て、互いの成長と「環境とクルマが共生できる社会の実現」に向けて取り組

んでいます。

　また、人財育成と多様性の尊重を実践し、従業員一人ひとりが成長を実感

でき、働きがいのある職場づくりを目指しています。

　ジヤトコが事業を展開するすべての地域において「よき企業市民」である

ため、地域社会への継続的な貢献や、それぞれの地域に根ざしたコミュニ

ケーション活動を行っています。



OUR PARTNERS

With Our
Business Partners ビジネスパートナーとともに

中国

タイ

北米

・ドイツ  ・オランダ
ヨーロッパ

・インド  ・インドネシア
・ベトナム  ・韓国
・台湾  

アジア

日本

■ジヤトコのグローバル調達

サプライヤ―ズミーティング（2021年度ビジネスパートナー表彰及び2022年度ジヤトコの取り組み）

ユニット生産補完

＊ IMDS：International Material Data Systemの略　＊1 特定物質の使用に関する制限に関する社内技術標準規格（ JES:Jatco Engineering Standard）　＊2 GADSL：Global Automotive Declarable Substance Listの略　＊3 化審法：化学物質の審査および製造などの規制に関する法律　

海外からの購入部品

ともに成長していくパートナーシップの構築
協力関係の維持・強化と社会的発展に対する貢献
　ジヤトコはビジネスパートナーとの信頼関係をもとに、互いの成長と「環

境とクルマが共生できる社会の実現」に向けて取り組んでいます。そのため

には、公平・公正で透明性のある基準に則して協力し合うことが重要であり、

「ジヤトコグリーン調達ガイドライン」に代表される明確なルールに従ってビ

ジネスパートナーの選定を行い、優良企業に対する表彰を実施しています。

グローバル市場での調達
　メキシコ、中国、タイでの生産拡大に伴い、グローバル市場での公平性や

部品輸送の効率化を目指しつつ競争力を高める目的で、現地調達の推進と

競争力の高い海外からの購入を併せて行っています。

環境への取り組み
環境負荷物質の管理の推進
　ジヤトコでは、グローバル市場の拡大に合わせ、以下5項目を中心にビジネス
パートナー各社と環境負荷物質の管理を推進しています。

1.ジヤトコグリーン調達ガイドラインのグローバル展開
　日本本社をはじめ、海外関係会社を含めたグローバル規模での環境負荷物質

の管理を実施しています。

2.新規ビジネスパートナーへの適用の実施
　グリーン調達関係書類の提出を明記することにより、新規ビジネスパートナー

の環境負荷物質の管理を促進しています。

3.環境法規・客先要求対応
　管理対象を製品内の化学物質データに限らず、輸送時の梱包材、シッピング

パーツの化学物質データ、また近年は生産工程内で使用する用品（マジックな

どの文具など）まで管理対象を拡大しており、今後も絶え間なく環境負荷物質

の抑制に努めてまいります。

4.環境負荷物質の徹底管理と削減
　商品における環境負荷物質は、「JES M9001＊1」で管理しています。　

「JES M9001」は日米欧の自動車業界共通の管理化学物質リスト「GADSL＊2」

と、日本の化学物質規制「化審法＊3」を軸に関係各国の法規制やお客さま固有

の規制を追加した化学物質の使用を制限しています。ジヤトコでは

「JES M9001」を毎年1回以上、適宣見直すことにより、世界の環境法規制を
先取りした環境負荷物質の削減管理を進めています。

5.IMDS＊を活用した環境負荷物質管理の推進
　『No Data, No Market』（データなければ、販売なし）の原則に基づき、
IMDSを使った精度の高いデータ管理をビジネスパートナーと協力し推進して
います。

1.グリーン調達推進への意思確認
2.環境マネジメントシステムの構築
3.環境負荷物質使用状況の報告

グリーン調達活動を推進
　ジヤトコのグリーン調達活動は、ビジネスパートナーから供給いただく製品

を通して環境保全に取り組む活動です。ポイントは以下の3項目です。

　ジヤトコではグリーン調達活動を積極的に推進している企業からの製品購入

を前提としています。ビジネスパートナーに対しても、製品購入先にグリーン調

達活動を推進するようお願いし、ジヤトコの目指す「環境とクルマが共生できる

社会の実現」に特にご尽力いただいたビジネスパートナーを表彰しています。
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OUR CUSTOMERS

For Our
Customers お客さまのために

■ジヤトコの品質方針  
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オープン＆フェア
法令の遵守

お客さま満足
 世界一の技術、商品、
サービスの提供

継続的改善
品質マネジメントシステムの

有効性向上

グローバル高品質
全世界で均質で
高い品質の実現

ジヤトコの品質方針

お客さまに信頼され続ける高い品質の実現

　ジヤトコの商品の品質を最終的に判断されるのはお客さまです。お客

さまからの評価を真摯に受けとめることが、お客さまの期待に応える出

発点になります。お客さまに信頼され続ける高い品質を実現するには世

界一のモノづくりを土台にお客さまの期待を上回る商品やサービスを提

供する必要があります。

　また、グローバルに事業が拡大する中、世界のどの地域においてもジヤ

トコの誇る品質を確保しなければなりません。ジヤトコは世界の法令を

遵守しながら、常に改善を重ねるとともに、独創性を求めてチャレンジし

ていきます。その姿勢が快適で安全なクルマ社会を創ると考えています。



OUR CUSTOMERS

For Our
Customers お客さまのために
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■JEPS活動概念図

お客さまの笑顔と
感動の最大化
お客さまの笑顔と
感動の最大化

従業員と家族の
笑顔の最大化
従業員と家族の
笑顔の最大化

ジヤトコグループ業務
全体効率の最大化
ジヤトコグループ業務
全体効率の最大化

全員参加（コミュニケーション・協働）
基盤強化（BM・QCC・QRQC・TPM・5S・JIT・DMD・TdC）

全員参加（コミュニケーション・協働）
基盤強化（BM・QCC・QRQC・TPM・5S・JIT・DMD・TdC）

マネジメントシステムマネジメントシステム

生産管理生産管理 エンジニア
リング
エンジニア
リング 現場管理現場管理

ユニット組立・一貫同期生産ユニット組立・一貫同期生産

5つのゼロ5つのゼロ

JEPS活動

お客さま視点で目指す「世界No.1のモノづくり」

　JEPS の基本的考え方は、「限りないお客さまへの同期」と「限りない課

題の顕在化と改革」の2つに集約されています。この2つの「限りない」を追

求するため、ジヤトコでは「5つのゼロ」を明確な指標と定め、その実現を目

指しJEPSの改善を続け、省エネルギー・省資源化を推進しています。

JEPSイノベーションを推進

2つの「限りない」

ゼロ
エミッション

ゼロ
ストック

ゼロ
ストップ

ゼロ
ディフェクト

ゼロ
アクシデント

1.お客さまへの「限りない」同期
　Q：品質の同期 要求する品質を作り込む
　T：時間の同期 生産リードタイムを短縮し、限りなくお客さまに近づける
　C：コストの同期 お客さまから対価をいただける付加価値を高める
　これら3つの同期を追求します。

2.課題の「限りない」顕在化と改革
　世界一のモノづくりとして目

指すべき“あるべき姿”と現状

のギャップを認識したうえで、こ

れまで表に出しにくかった課

題を見える化して、改善・改革

を繰り返すことでモノづくり

の仕組みを継続的にレベル

アップさせています。

■ジヤトコのモノづくり

■限りない課題の顕在化と改革

■5つのゼロ

改善後

受注

リードタイム短縮
ムダの徹底排除 確定生産

お客さまの注文＊確定生産のみとすることで
　全体のリードタイム短縮

確定生産
計画

鍛造・
鋳造

熱処理 組立 販社

見込み生産計画改善前

受注

お客さまの注文

確定生産見込み生産

生加工 仕上げ
加工

確定生産
計画

輸送 車両
メーカー

更なるJEPSの
あるべき姿

将来にわたり、更なる
レベルアップを継続

＝JEPS活動
現状の生産
システムレベル

JEPS計画の
あるべき姿

レ
ベ
ル

時期

活動方策

活動方策

　お客さまの変化に限りなく早く対応し、品質（Quality）、時間（Time）、コ

スト（Cost）における世界No.1のモノづくりを目指し、ジヤトコでは独自の

生産方式「JEPS」（JATCO Excellent Production System）を構築・

運用しています。JEPSは、素材仕入から加工、そして組立から出荷に至る一

5つのゼロ

連の工程を1本のラインのように同じスピード・同じ順序で稼働させタイム

リーな生産・運搬を行うことで、一切のムダを排除するシステムです。

　JEPSにより、サプライチェーン全体で「限りないお客さまへの同期」と

「限りない課題の顕在化と改革」という2つの「限りない」を実現します。

中期
経営計画



WITH SOCIETY

With 
Society 社会とともに

環 境

教 育 福  祉

教育への貢献活動
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自動車技術会主催の「キッズエンジニア」

中・高校生の体験学習

社会貢献活動を企業文化に

　ジヤトコグループは、地域社会に愛される「よき企業市民」となることを目指しています。企業活動は地域社会との

かかわりの中で営まれるため、ジヤトコはコミュニティの一員として積極的に社会とかかわり、さまざまな形で地域社

会に貢献することが重要な責務と考え、社会貢献活動を推進しています。

キッズエンジニア

　公益社団法人自動車技術会が主催する「キッズエン

ジニア」は、小学生を対象に、モノづくりの楽しさを伝

えるイベントです。ジヤトコはこのイベントの趣旨に賛

同し、2008年の第1回から参加しています。

　2021年はコロナ禍で実地開催が中止となりました

が、やり方や内容を工夫して、リモートでクルマづくり

のプログラムを実施しました。

中・高校生の体験学習

　地域の中・高校生を対象に、開発から生産まで幅広い

職場で体験学習を受け入れています。CADの操作体

験、実験設備の見学、未来技術センターでの先進技術

体験、工場見学、工場の作業体験を通じて、自分が将来

どんな仕事に就きたいか、進路選択を考えるお手伝い

をしています。

活動の3つの重点分野
　「地域社会から『ジヤトコがあって良かった』と言われる存在でありたい」という思いをもとに、ジヤトコグループは

「環境」「教育」「福祉」を3つの重点分野とし、世界中で社会貢献活動を展開し、それぞれの地域ニーズにあった活動に

取り組んでいます。

※2021年度は新型コロナウイルスの影響に伴う活動自粛のため、写真の一部はそれ以前のものとなります
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With 
Society 社会とともに

環境への貢献活動

岳南電車の「ジヤトコ前」駅に芝桜を植え付け

ススキやササを茶木の間に敷き詰める作業

福祉への貢献活動

ジヤトコ×横浜F・マリノスフトゥーロカップ

電動車椅子サッカー大会

花咲く＊ジヤトコ前駅プロジェクト

　ジヤトコ富士第1地区の最寄り駅「ジヤトコ前」駅

は、富士市内を走る岳南電車の駅で、全国でも数少な

い企業名を冠する駅のひとつです。本プロジェクトは

「ジヤトコの名を冠する地元の駅を花の名所にした

い」という従業員の声をきっかけに、2015年度から継

続し、また、芝桜の装飾を施したラッピング電車を走ら

せて、町を明るく元気にするお手伝いをしています。

植えられた草花は、地域の皆さまと一緒に、日々手入

れを行っています。

世界農業遺産 静岡の「茶草場農法」支援
　掛川市東山の茶園では、世界農業遺産に認定され

ている「茶草場農法」でお茶の生産を実施していま

す。茶草場農法とは、豊かな生物多様性を育み、環境

と共生する伝統的手法で、ジヤトコでは掛川茶振興

協会や掛川市役所のご協力の下、毎年1月頃にこの

茶草場農法の作業応援ボランティアとして、ススキ

やササを刈り取り、茶木の間に敷き詰める一連の作

業のお手伝をしています。

知的障がい者のサッカー大会

　知的障がいを持ったサッカー選手たちは、練習の成

果を発揮するチャンスが限られています。そこでジヤ

トコは、横浜F・マリノスと共同で、「ジヤトコ×横浜F・マ

リノスフトゥーロカップ」を2015年度から開催してき

ました。2021年度は残念ながら大会が中止となりま

したが、多くの知的障がい選手とそのチームが、本大

会への出場を目標とし、改めてサッカーの楽しさを知

るきっかけになるよう、サポートを続けます。

電動車椅子サッカー大会

　筋ジストロフィーや脳性麻痺等により自立歩行で

きない重い障がいのある選手が、電動車椅子に乗っ

て競い合う電動車椅子サッカー。ジヤトコは2019年

度に横浜F・マリノス主催の大会に参加してから、技

術を活かしたサポートをしています。選手が足の代

わりに使うフットガードの脱着を行うジヤトコピット

の設置を始め、電動車椅子の性能の改善にも取り組

んでいます。今後もジヤトコの技術を活かしたサ

ポートを継続していきます。

※2021年度は新型コロナウイルスの影響に伴う活動自粛のため、写真はそれ以前のものとなります



EMPLOYEE DIVERSITY

With Our Employees:
Diversity 従業員とともに   ダイバーシティ

改正次世代育成支援対策推進法 特例認定マーク。
通称「プラチナくるみん」

「新・ダイバーシティ経営企業100選」ロゴマーク
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ジヤトコのダイバーシティ

　時代の変化に対応しながらグローバルにビジネスを展開し、ジヤトコが成長し

ていくために、ダイバーシティを従業員が大切にする価値観の一つとして位置づ

けています。ジヤトコのダイバーシティは、多様な価値観を持った従業員が共存

し、互いを尊重しながら意見を交わすことで、新しい発想が生まれ、より良い価値

をお客さまに提供することを方針とし、さまざまな取り組みを行っています。

2008年度からは、社長以下の経営メンバーにより定期的なレビューを行いなが
ら、性別や国籍などにとらわれない採用や人財配置を積極的に進めています。

障がい者の活躍推進
　ジヤトコでは障がい者の方の働く力にマッチングする人財配置を重視し、職域

を絞らず雇用しています。また、多様な働き方、多様な人財が働きやすい職場の

設置(ダイバーシティライン、屋内農園)も実施しており、生き生きと長く活躍する
ことで、より多くの新しい価値を提供しています。

障がい者法定雇用率は達成しており、また定着率も9割を超えています。

国籍にとらわれない人財の活躍推進
　ジヤトコでは国籍にとらわれない人財配置や、各海外拠点との人財・技術交

流を推進し、日本においても中国・韓国・メキシコ・タイなどさまざまな国籍の

従業員が活躍しています。多様な価値観を持った従業員同士が同じ職場で働

き、お互いが新しい気付きを得て成長することで、お客さまへの新しい価

値の提供につなげています。

働き方の多様性
　ジヤトコでは全ての従業員が仕事と私生活のクオリティ・オブ・ライフ (QoL)
向上のため、仕事の生産性向上と共に、誰もが安心して活き活きと働ける職場

環境の構築を目指しています。フレックスタイム制度や、育児、介護、不妊治療

など幅広い視点からの家族サポートを目的としたライフサポート休暇、そして、

様々な目的で活用できる在宅勤務制度など、ダイバーシティ推進を支える施策

となっています。 その実績が高く評価され、2015年7月、「改正次世代育成支
援対策推進法に基づく特例認定（通称：プラチナくるみん認定）を受けました。

また、2016年3月には経済産業省より「多様な人材を活かし、その能力が最大限
発揮できる機会を提供することで、イノベーションを生み出し、価値創造につな

げている事例が「新・ダイバーシティ経営企業100選」に選定されました。
いずれも、静岡県に本社を置く企業として初めての認定・選定となりました。

女性の活躍推進
　ジヤトコはダイバーシティ推進の一つの柱として、女性活躍推進に取り組

んでいます。女性活躍推進法に基づく行動計画には、女性管理職比率を数

値目標に掲げて、育成に力を入れており、厚生労働省が発表する産業ごとの

管理職に占める女性労働者の割合の平均値を上回っています。製造現場に

おける女性活躍推進も進めており、ダイバーシティラインでは、女性自身が

リーダーシップを発揮して、自己成長を実践するとともに、誰もが働きやす

い生産ラインを実現しています。



GLOBAL TALENT

With Our Employees:
Global Talent Development 従業員とともに   グローバル人財育成

グローバル研修の様子

海外拠点メンバーの指導
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従業員と会社の相互成長の実現

　ジヤトコは、従業員一人ひとりが会社を構成する重要な人的資本であると捉

え、それぞれが自身の成長と働きがいをより実感できる会社になることを目指

し、従業員一人ひとりの多様性を尊重しながら、人財育成に積極的に取り組ん

でいます。

　従業員は、実務における役割実践・課題解決による成長だけでなく、役割に

応じた能力開発プログラムや問題解決・コミュニケーションスキルの研修など、

継続的に提供される幅広い成長機会を最大限活用するとともに、上司も面談

プログラムや継続的なOJTなどを通じて、従業員の成長を支援しています。

　また社会人としての第一歩をジヤトコで踏み出した新入社員に対しては、先

輩が日常の相談や、指導・アドバイスを行う「フレッシュマンリーダー制度」を導

入しており、配属後の職場で充実した会社生活を送り、安心して業務課題にも

チャレンジできるよう、サポートしています。 　また海外拠点との人財交流も積極的に推進しており、若手従業員を数

か月～1年間、海外拠点に派遣する短期派遣プログラムでは、業務だけで

なく日常生活も含めた様々な経験を通じて、海外拠点との強い関係を構

築し、世界基準での感覚を身に着けることなどを目指しています。

　近年では、DXツールの活用で、海外とのコミュニケ－ションも非常に

容易になったことで、複数の海外拠点から、ONLINEで同時に参加できる

新しいグローバル研修の運用も開始しています。

時代は、グローバル化からボーダーレスへ。

ジヤトコは、次の時代を担う人財を積極的に育成していきます。

海外の生産現場を支える人財を育成

　ジヤトコが、これまで日本の生産現場で長年にわたり構築してきた現場管理

のノウハウや専門技能を海外拠点に発展させる一環として、日本と同じ考え

方・やり方で運営・実践することを目的とした現地従業員の人財育成を進めて

います。各国の監督者が各講座のトレーナーとしての役割を果たせるように、

日産自動車から認定されたインストラクターを日本から派遣しています。

トレーニングを受けた各国のトレーナーとともに、世界のジヤトコで働くすべて

の従業員の人財育成・レベルアップを目指しています。

グローバル化への対応

早期にグローバルマインドを醸成

　ジヤトコでは、グローバルビジネスに対応できる人財育成に取り組んでい

ます。入社2年目の社員を対象とした海外研修では、言葉や文化が全く異な

る環境の中で、様々な課題にチャレンジすることで、グローバルマインドや継

続した自己成長意欲を醸成しています。



WORK ENVIRONMENT

With Our Employees:
The Work Environment 従業員とともに   労働環境

＊1 SESⅠ：Safety Evaluation System Ⅰの略。職場の安全レベルを定量的に評価するシステム
＊2 5Sパトロール：「整理、整頓、清掃、清潔、躾」の5Sが保たれるよう、定期的に現場を巡回する活動

グローバルメンバーでSESを実施

従業員同士でのメンタルヘルス対策

生活習慣病予防の指導

禁煙成功者インタビューを食堂のビデオや
WEB社内報に掲載

「健康経営優良法人（ホワイト500）認定、継続中」
2019年より認定法人の中でも上位500法人のみに与えられる「ホワイト500」に継続して認定されています。
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「安全絶対」が合言葉
　“災害ゼロから危険ゼロ”を目指すジヤトコでは、職場のリスクアセスメント

活動の活性化や従業員の健康管理を推進するなど、すべての従業員が安全

で快適に働ける職場づくりを推進しています。

　安全の確保はすべての作業に優先するという認識から「安全絶対」を合言

葉に掲げ、リスクアセスメント活動を始め、SESⅠ＊1、5Sパトロール＊2、工場

（課）安全パトロール、公開作業観察、安全専念観察などの「現場を観る活動」

を中心に安全活動に取り組んでいます。特に重点を置いているのは、労働災

害発生のリスクが高く、生産活動のロスでもある異常処理作業の撲滅です。

　各活動で検出されたリスクは、リストにして把握し、リスクの大きさに応じて

対応の優先度や適切な対応策を決め、設備改善などのハード対策や、教育・指

導などのソフト対策を迅速に実施しています。

労働衛生の推進

生活習慣改善の取り組み
　生活習慣病やメタボリック症候群対策として、健康診断結果をもとにした

保健指導や、食事・運動の啓発を目的としたイベントの開催、保健師による職

場訪問による健康教育を行っています。このような活動の継続を通じて、目

標が達成できるよう、産業

保健スタッフによるさまざ

まな支援を行っています。

受動喫煙防止と喫煙率低減活動
　ジヤトコでは2003年より受動喫煙防止、喫煙率低減に向けた取り組みを
推進し、社内における受動喫煙リスクの根絶を図るために、2017年4月1日
より全地区敷地内全面禁煙の取り組みをスタートしました。これにより従業員

の喫煙率は大きく改善し、受動喫煙

のリスクも大幅に低減しました。今後

も引き続き禁煙外来の活用推進や健

康サポート室で卒煙なんでも相談室

による啓発活動などの取り組みを通

し、卒煙率向上を目指します。

メンタルヘルスの取り組み
　従業員の健康づくり活動の中でもメンタルヘルス対策は重点をおいていま

す。従業員一人ひとりが生き生きと活動できることを目指し、人事部門におい

て対策チームを組み活動を推進させ、産業医・保健師・カウンセラーによる従業

員への相談対応・職場復帰支援や周知・啓発といった教育活動、個人のストレス

度を確認する機会や職場環境改善を促

すストレスチェックを活用しています。社

外EAPも活用し、本人のみならず家族の
相談にも対応することで安心して業務で

きる環境を提供しています。

「健康経営優良法人2022（ホワイト500）」に認定
　経済産業省が特に優良な健康経営を実践している大企業、中小企業等の

法人を顕彰する制度である「健康優良法人ホワイト500」に2019年から継
続して認定を受けています。

　ジヤトコでは、この”健康経営”の実現に向けて、「働き方改革」「生き生き働

きやすい職場づくり」や「受動喫煙防止と喫煙率低減活動」などに取り組んで

きました。ジヤトコは今後も”健康経営”を重要な

経営課題の一つとして、従業員一人ひとりの健康

増進と、健康で生き生きと働きやすい会社となる

ための活動に取り組み続けていきます。

　ジヤトコでは、従業員が心身ともに健康維持を図れるよう、取り組みを進め

ています。



SDGs出前授業
グローバルを含む各部門に対し、SDGsの出前授業を実施。SDGsの考え
方や事業活動との関連性などを説明し、理解促進を図りました。

WEB社内報で連載
SDGsを身近に感じてもらえるよう、
定期的に情報を伝えました。

SDGS INITIATIVES

SDGs 
Initiatives SDGsへの取り組み
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　2022年3月、本社を構える富士市と「自転車を活用したまちづくりと地域
課題の解決に関する協定」を締結しました。1970年の会社設立以来、クルマ
で培ってきた技術をもとに電動アシスト自転車用ユニットを新たに開発。

2023年度から実証実験を開始するなど、行政とともに観光振興や市民の健
康促進などへ貢献していきます。

社外 ： 富士市と「自転車を活用したまちづくりと地域課題の解決に関する協定」締結 社内 ： SDGs浸透活動

　2022年3月19、20日に静岡県富士市で初めて行われた自転車の大会を
冠スポンサーとして協賛。当社が応援するプロチームのレバンテフジ静岡も

出場し、2日間で15,000人が集結するなど、大いに盛り上がりました。
ブース展示では、電動アシスト自転車用ユニットの他に、SDGsの取り組みを
紹介しました。

社外 ： 富士山サイクルロードレースを冠スポンサーとして協賛

活動の結果、従業員のSDGsに対する関心度が
65%（2020年6月）から92%（2022年3月）に急増



CORPORATE GOVERNANCE

Corporate
Governance
コーポレート・ガバナンス

Part 3

ジヤトコがさまざまなステークホルダーから信頼される企業として、

その価値をさらに向上させるには、コーポレート・ガバナンスの徹底が不可欠です。

高い倫理観と透明性を兼ね備えた経営体制を構築するとともに、

すべての従業員が自らの意識を高めてコンプライアンス（法令順守）を実践します。

また、効果的なリスクマネジメントや情報セキュリティにも取り組んでいきます。
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コーポレート・ガバナンスの徹底

企業統治の体制

　ジヤトコは会社法上の監査役会設置会社となっており、株主総会、取締役

会、監査役会を法定の機関として設置しています。取締役会は原則毎月一回開

催し、経営にかかわる重要な事項の決定、業務執行の内容の監督を行っていま

す。取締役会は、業務執行を行う取締役のほか、数名の社外取締役から構成さ

れており、より客観的に業務執行の状況を監督できる体制となっています。ま

た、効率的・機動的に経営を行うため、執行役員制度を採用し、明確な形で執行

役員に権限委譲を行ったうえで、事業を運営しています。

内部統制システムの強化

　ジヤトコは、取締役会において決議した「内部統制システムの基本方針」

に基づき、内部統制の維持・強化を図っています。「内部統制システムの基本

方針」では、法令遵守、情報管理、リスク管理、取締役の適正かつ効率的な

職務執行、グループ会社管理、監査役の実効的な監査体制の確保などに

関する基本方針を定めています。内部統制システムが有効に機能しているか

否かについては定期的に確認し、その結果を取締役会に報告しています。

グループ会社の適正な経営を確保する体制

　ジヤトコグループの適正かつ効率的な経営を実践するため、ジヤトコの国内・

海外のグループ会社はジヤトコの各担当部門と連携しながら経営にあたってい

ます。また、グループ方針と整合性のとれた意思決定をグループ会社が行える

よう、グループのマネジメント・コミッティを通じた情報交換を行っています。

　また、グループ会社において適正な経営が行われていることを確認するた

め、監査役・内部監査室員を定期的に派遣し、監査を実施しています。各社の内

部統制システムが有効に機能しているか否かについても定期的に確認を行

い、取締役会に報告しています。

GOVERNANCE EFFORTS

Governance 
Efforts

■ジヤトコの
　企業統治体制

聴取
監督

指示

任命

監査

■グローバル
　コンプライアンス委員会（GCC）

委員長（社長）

コンプライアンス事務局
（法務知財部・人事総務部）

委員
（部門代表役員・グループ会社社長）

■グローバル行動規範で定めている項目

1.法令／規則の遵守

4.公平・公正な関係

7.環境保護

2.利益相反行為の禁止

5.透明性と説明責任の確保

8.安全の確保

3.会社資産の保護

6.多様性の尊重と機会平等

9.実践・報告の義務

コーポレート・ガバナンス
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各部門

エグゼクティブ・コミッティ
各種会議

監査役会 取締役会

株主総会

コンプライアンスの強化
コンプライアンスの基本的な考え

　ジヤトコグループでは、各国・地域の法令を遵守することは、社会から信頼さ

れるための最低限の条件であると考えています。また、法令遵守はもちろん、

グループのすべての従業員が高い倫理観をもって公正で誠実に行動すること

も重要と考えています。ジヤトコは「グローバル行動規範」を制定し、グループ

内のすべての役員、従業員が守るべき行動指針を示し、コンプライアンスの徹

底に努めています。

コンプライアンスの推進体制

　ジヤトコグループ全体のコンプライアンスを推進するため、ジヤトコは部門代表

役員および国内外グループ会社社長を構成員とするグローバルコンプライアン

ス委員会（GCC）を組織し、定期的に会議を開催しています。GCCでは、コンプ
ライアンスにかかわるグローバル共通事項の共有、具体的発生事案の共有、各社

のコンプライアンス活動内容の確認などを行い、適切にPDCAを回すことに努め
ています。グループ各社においてもコンプライアンス委員会が組織され、コンプ

ライアンス事務局と連携しながら独自にコンプライアンス活動を行っています。

コンプライアンスの教育・啓発活動

　グループの全従業員を対象に、e-ラーニングシステムを活用した行動規範教
育を年1回行っています。また、独占禁止・腐敗防止・製品安全・知的財産・輸出管
理など業務遂行上重要な法分野については、法務知財部がプログラムを作成

し、従業員に対する教育を実施しています。

内部通報制度を推進

　ジヤトコグループでは、違反行為などに関して従業員が直接会社に通報でき

る内部通報制度として「イージーボイスシステム」を設けています。さらに、電話

またはウェブサイトを通じて第三者機関に通報できる「SpeakUp」を設けるな
ど、従業員が積極的に通報できる環境を整えています。



CSO＊1

CIO＊2

事務局
（人事総務部・情報システム部）

委員
（部門代表役員・グループ会社社長）

SYSTEMS & INFOSEC

Risk Management:
Systems & Infosec リスクマネジメント   推進体制と情報セキュリティ

＊BCM: Business Continuity Managementの略で、事業継続マネジメントのこと。大規模災害、病気
の流行など、企業が事業を継続できなくなる事態に備え、対応策を決めたり、そのプランが実行されるよう
訓練などを行うこと

■リスクマネジメント推進体制

■情報セキュリティ委員会

＊1 Chief Security Officer　＊2 Chief Information Officer

エグゼクティブ・コミッティ リスクオーナー1

リスクオーナー2

リスクオーナー3

事務局
（経営企画部・内部監査室）

項目決定・進捗確認
報告

任命

提案

リスク抽出・コントロール
レベル評価

リスクマネジメントへの取り組み

リスクマネジメントの推進

　グローバルな事業展開に伴い多様化するリスクに対応するため、ジヤトコ

では、内部統制の一環としてリスクマネジメントを実施しています。

　具体的には、年度ごとにリスクを洗い出し、エグゼクティブ・コミッティにおいて

取り組むべき項目を決定し、項目ごとに任命された責任者のもと、リスク低減

のための対策を立案・実行しています。各項目における取り組みの進捗は

エグゼクティブ・コミッティに報告され、年度末に各項目のコントロールレベル

評価が行われます。

BCM＊委員会による取り組み

　地震・台風などの自然災害をはじめ事業の継続を危うくするような事態が

発生するケースがあります。ジヤトコでは発生しうる様々なリスクを想定し、

リスク発生の未然防止および発生時のリスク低減に向け、BCM委員会を

情報管理の徹底と教育・啓発活動を推進

　成長戦略を維持するにはより堅固な情報セキュリティが必要になります。

ジヤトコは情報インフラのさらなる強化に努めています。

　サイバー攻撃などに備えるため、外部からの攻撃を防ぐ様々な技術的施策を

実施するとともに、万一侵入を許した場合でも情報流出を防げるよう、情報

管理を徹底しています。

　情報セキュリティは情報を取り扱う従業員一人ひとりの適正な管理意識に

かかっていることから、グループの全従業員を対象とした情報セキュリティに

関する教育を年1回継続的に実施し、管理意識の向上に努めています。

各部門・グループ各社の情報セキュリティ活動

　情報セキュリティを適切に運営していくためには、部門・会社の単位で、情報

セキュリティに関する現状やリスクを正確に把握してから、対策を立案・実施し、結果

をレビューするなど、PDCAサイクルを適切に回していくことが不可欠です。各
部門・各社における情報セキュリティにかかわる活動内容については情報セキュ

リティ委員会で共有され、各部門・各社のベストプラクティスを互いに取り入れる

ことで、グループ全体における情報セキュリティのより一層の充実を図っています。

情報セキュリティの強化

情報セキュリティの推進体制

　ジヤトコでは、「情報セキュリティ・ポリシー」を制定し、情報セキュリティに

かかわる適切な運用を図っています。

　グループ全体で運用されている情報セキュリティ委員会では、グループ共通

の課題や対策を共有し、各部門または各グループ会社の実行状況を確認して

います。部門、グループ会社ごとに責任者が定められ、その責任者のもと、日常

の情報セキュリティにかかわる管理が行われることになっています。

設けて対策を実行しています。生産の継続に影響を与える事態が実際に

発生した場合は、ただちに関係者に周知され、BCM委員会が中心となり、
全社の各部門の協力を得ながら問題の解決を図ります。

　大規模地震発生時の初動の対応、早期復旧のための適切な対応を従業員が

身に付けられるように、毎年BCMシミュレーション訓練を実施しています。

グループ会社のリスクマネジメント体制

　海外の生産拠点をはじめとするグループ会社についても、それぞれの会社で

想定されるリスクに対する対策を実行するなどリスクマネジメントに取り組ん

でいます。BCMの活動で培われたジヤトコの経験やノウハウはグループ会社
に展開され、グローバル共通のリスクについては他のグループ会社と連携を

とりながらリスクマネジメントを実施しています。
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Emergency Response

BCM委員会

リスクオーナー：社長

日本・海外のリスク

日本・海外のリスク グローバル共通のリスク

リスクマネジメント会議

BCM事務局

I
T
リ
ス
ク

部
品
調
達

大
地
震

連 携

■BCM推進組織

▶ジヤトコのBCM推進組織

リスクオーナー

拠点特有のリスク

拠点特有のリスク

エグゼクティブ・コミッティ

BCM推進センター

社
内
不
正

電
力
供
給
停
止

大
量
離
職

ス
ト
ラ
イ
キ

水
害（
自
然
災
害
）

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
）

（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）

供
給
停
止・外
製

▶海外拠点のBCM推進組織

BCMシミュレーション訓練
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リスクマネジメント   大規模災害への取り組み

大規模災害発生時の事業継続に向けて
ジヤトコのBCMの一環として、近い将来発生が懸念される大規模地震

（震度6強以上）に対し、初動活動として人命救助、二次災害防止、また事業復

旧活動として迅速かつ効果的な復旧を目標としたBCM活動を進めてきまし

た。BCM構築の取組みは新潟中越沖地震（2007年7月）、東日本大震災

（2011年3月）、そして自工場に大きな被害をもたらした静岡県東部地震

（2011年3月）等の経験を経て、見直し・強化されています。想定する災害

も、地震はもちろん、新型コロナウイルス、ＩＴ障害、サプライチェーン供給停

止と多岐にわたり、メキシコ、中国、タイ等の海外拠点が直面するリスクも日

本国内のBCM整備で得られた経験を活用しジヤトコグループ全体でグロー

バルに展開しています。さらに過去の災害からサプライチェーンを重視した

活動を推進するために、各社にBCM体制診断等を通じ、サプライチェーン

全体の強化にも努めています。ジヤトコの実効性の高いBCMの原動力は繰

り返し行われる訓練にあります。2008年以降、毎年BCMシミュレーション

訓練を実施し、発災後の初動対応と事業継続への復旧体制を確認していま

す。この訓練は、想定される被害状況をもとに自動車メーカー・ビジネスパー

トナー対応、地域社会やメディア対応など、事業継続に関する課題を各部署・

各拠点が連携して解決していくもので、このような訓練を繰り返し実施し、災

害発生時の迅速な対応を目指しています。こうした拠点間連携を重視したシ

ミュレーション訓練の成果は、

静岡県東部地震での富士宮工

場における各拠点からの円滑

な支援受け入れと早期復旧と

なって具体的に現れています。
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新たに付加した設備の補助脚

各拠点に備えられた防災備品

盛り土を行った建築現場
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リスクマネジメント   大規模災害への取り組み

従業員・地域の安全を守るために

日本国内における建屋や設備の地震対策

　大規模地震が発生した際の建屋・設備・従業員への被害を防ぎ、一

日も早い工場機能の復旧を図ることができるよう、日本国内の主要

生産拠点では建物の耐震補強や生産設備の固定、天井やクレーンか

らの落下物対策など、幅広い「地震対策」を実施しています。

　サプライチェーンの一員として、お客さまの生産への影響を最小限

にとどめるよう、常に対策を考えています。

従業員の安全確保

　大規模地震が発生した際に従業員の安全を確保するために、ジヤ

トコでは避難場所や避難行動についての手順を細かく定めています。

　また、その浸透を図るため、日中・夜間などさまざまな状況を想定

し、定期的に訓練を実施しています。その他、非常時には各拠点にお

いて帰宅が困難になる従業員が発生することを想定し、水や食料、ヘ

ルメット、毛布、寝袋、非常用トイレなどの備品を備蓄しています。

地域住民の安全・安心を確保

　地域社会とともに歩むジヤトコとして、地域の暮らしにおける安全・

安心の確保に積極的に協力しています。

　大規模災害が発生した場合に避難場所のない地域住民の方々に

社内施設を緊急避難場所として提供できるよう、自治体の避難場所

リストに登録し、体制の整備を推進しています。

海外拠点における地震対策

　グローバルに展開しているジヤトコの海外拠点においても、地震など

の大規模災害に備え、国内拠点と同様のBCM活動を実施しています。
　また、2013年7月に稼働開始したジヤトコ タイランド社では、2011
年に発生した大規模洪水の教訓から、建屋の基礎となる盛り土を当初

計画から50cm高くし、津波・水害に備えました。
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生産拠点別環境データ

富士地区
［本社含む］
敷地：580,440㎡
建物（延べ）：
389,403㎡

蒲原地区
敷地：78,423㎡
建物（延べ）：
58,033㎡

富士宮地区
敷地：67,698㎡
建物（延べ）：
66,756㎡

NOx：窒素酸化物  SOx：硫黄酸化物

施設名 項目 単位 規制値
（協定値含）

実測値
最大 平均

小型ボイラー（22基）
ばいじん g/N㎥ 0.05

100
0.002
0.05
150

0.018
0.05
150

0.026
0.06
150

0.019
5

0.05
56

0.0048
5
5

0.003
92
0

0.035
33
0

0.004
6
0

0.045
44
0

0.78
0.043

28
0

0.0000045
0.000003

0.0002 
31
0

0.006
9
0

0.0011
2
0

0.005
9.32 

0
0.14

0.025
22
0

0.0000045
0.000003

NOx ppm
SOx N㎥/h

金属加熱炉（17基）
ばいじん g/N㎥

NOx ppm
SOx N㎥/h

鋼材加熱炉（9基）
ばいじん g/N㎥

NOx ppm
SOx N㎥/h

アルミ溶解炉（9基）

ばいじん g/N㎥
NOx ppm
SOx N㎥/h

ばいじん g/N㎥
NOx ppm
SOx N㎥/h

ダイオキシン ng-TEQ/N㎥

乾燥炉（1基）

ダイオキシン ng-TEQ/N㎥
乾燥焼却炉（1基） ダイオキシン ng-TEQ/N㎥

規制値の（　）内は日間平均

単位 規制値
（協定値含）

実測値
最大 平均

項目

水素イオン濃度（pH） ー 5.8～8.6
20 (15)
20 (15)
20 (10)

4
0.1
1.0

3,000
0.3

0.02
10
15

100

7.4
4.5
5.3
2
0
0

0.08
13
0
0
0
0

0

7.4
4.5
5.3
2
0
0

0.07
13
0
0
0
0

0.0

生物化学的酸素要求量（BOD） mg/L
化学的酸素要求量（COD） mg/L
浮遊物質量（SS） mg/L
n－ヘキサン抽出物質（鉱油類） mg/L
銅 mg/L
亜鉛 mg/L
大腸菌群数 個/mL
トリクロロエチレン mg/L
ジクロロメタン mg/L
ホウ素 mg/L
フッ素 mg/L
アンモニア性窒素

mg/L硝酸性窒素
亜硝酸性窒素

■大気

■水質

NOx：窒素酸化物  SOx：硫黄酸化物

灯油ボイラー（2基）
ばいじん g/N㎥

NOx ppm
SOx N㎥/h

■大気

規制値の（　）内は日間平均

水素イオン濃度（pH） ー 5.8～8.6
20（15）
25（20）
40（30）

5
1,000
0.02
10
8

100

7.3
3.1
6.7
3
0

20
0
0
0

0.1

7.3
3.1
6.7
3
0

20.0
0
0
0

0.1

生物化学的酸素要求量（BOD） mg/L
化学的酸素要求量（COD） mg/L
浮遊物質量（SS） mg/L
n－ヘキサン抽出物質（鉱油類） mg/L
大腸菌群数 個/mL
ジクロロメタン mg/L
ホウ素 mg/L
フッ素 mg/L
アンモニア性窒素
硝酸性窒素
亜硝酸性窒素

mg/L

■水質

NOx：窒素酸化物  SOx：硫黄酸化物

小型ボイラー（6基）
ばいじん g/N㎥ 0.004

84
0

0.01
77
0

0.00075
37
0

0.003333
45
0

NOx ppm
SOx N㎥/h

金属加熱炉（3基）
ばいじん g/N㎥

NOx ppm
SOx N㎥/h

規制値の（　）内は日間平均

水素イオン濃度（pH） ー 5.8～8.6
20（15）
20（15）
20（15）

5
5
3
2

10
10
2

3,000
0.001

10

100

7.5
1.4
2.5
0
0
0
0

0.08
0.03

0
0
0
0
0

0

7.5
1.4
2.5
0
0
0

0.00
0.08
0.03

0
0

0.0
0
0

0.00

生物化学的酸素要求量（BOD） mg/L
化学的酸素要求量（COD） mg/L
浮遊物質量（SS） mg/L
n－ヘキサン抽出物質（鉱油類） mg/L
フェノール類 mg/L
銅 mg/L
亜鉛 mg/L
溶解性鉄 mg/L
溶解性マンガン mg/L
クロム mg/L
大腸菌群数 個/mL
1・1・1－トリクロロエタン
ホウ素

mg/L
mg/L

アンモニア性窒素
硝酸性窒素
亜硝酸性窒素

mg/L

■大気

■水質

0.1
130

0.045

0.05
100
0.01
0.05
150
0.01

施設名 項目 単位 規制値
（協定値含）

実測値
最大 平均

施設名 項目 単位 規制値
（協定値含）

実測値
最大 平均

単位 規制値
（協定値含）

実測値
最大 平均

項目 単位 規制値
（協定値含）

実測値
最大 平均

項目

0.001
74
0

0.00025
47.5

0
＊アルミ溶解炉19年1月廃止



掛川地区
敷地：95,522㎡
建物（延べ）：
14,954㎡

京都地区
八木地区
敷地：233,323㎡
建物（延べ）：
68,277㎡
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生産拠点別環境データ

NOx：窒素酸化物  SOx：硫黄酸化物

小型ボイラー（2基）
ばいじん g/N㎥ 0.05

100
0.01

0
46
0

0.0000 
20
0

NOx ppm
SOx N㎥/h

規制値の（　）内は日間平均

水素イオン濃度（pH） ー
生物化学的酸素要求量（BOD） mg/L
化学的酸素要求量（COD） mg/L
浮遊物質量（SS） mg/L
n－ヘキサン抽出物質（鉱油類） mg/L
フェノール類 mg/L
銅 mg/L
亜鉛 mg/L

■大気

■水質

溶解性鉄 mg/L
溶解性マンガン mg/L
クロム mg/L
大腸菌群数 個/mL
カドミウム mg/L
シアン mg/L
有機燐 mg/L

mg/L鉛
六価クロム mg/L
砒素 mg/L
総水銀 mg/L
アルキル水銀 mg/L
PCB mg/L
トリクロロエチレン mg/L
テトラクロロエチレン mg/L
四塩化炭素 mg/L
1・1・1－トリクロロエタン mg/L
ホウ素 mg/L
アンモニア性窒素
硝酸性窒素
亜硝酸性窒素

mg/L

NOx：窒素酸化物  SOx：硫黄酸化物　ND：定量下限値以下

都市ガスボイラー

ばいじん g/N㎥
NOx ppm
SOx N㎥/h

■大気 NOx：窒素酸化物  SOx：硫黄酸化物　ND：定量下限値以下

小型ボイラー
ばいじん g/N㎥ 0.1

150
0.00
0.1
150
5.00

ND
51
ND
ND
63
ND

ND
41
ND
ND
43
ND

NOx ppm
SOx N㎥/h

連続浸炭炉
ばいじん g/N㎥

NOx ppm
SOx N㎥/h

規制値の（　）内は日間平均

水素イオン濃度（pH） ー 5.8～8.6
20（10）
30（20）
30（20）

2.5
0.5
1.5
2.5
5
5
1

1,500
16（12）

1
1（0.5）

10
7.5

7.5
2

1.1
0.8
不検出
不検出
不検出
不検出
不検出
不検出
不検出
不検出
9.6
不検出
不検出

0
0

7.4
1.5
0.8
0.5
不検出
不検出
不検出
不検出
不検出
不検出
不検出
不検出
9.2
不検出
不検出

0
0

生物化学的酸素要求量（BOD） mg/L
化学的酸素要求量（COD） mg/L
浮遊物質量（SS） mg/L
n－ヘキサン抽出物質（鉱油類） mg/L
フェノール類 mg/L
銅 mg/L
亜鉛 mg/L
溶解性鉄 mg/L
溶解性マンガン mg/L
クロム mg/L
大腸菌群数 個/mL
窒素 mg/L
ニッケル mg/L
燐 mg/L
ホウ素 mg/L
フッ素 mg/L

■水質

■大気

7.9
8

15.5
5
0
0
0

0.18
0.77

0
0
4
0
0
0
0
0
0
0

不検出
0
0
0
0
0
0

0

7.2
2.8

10.2
2.0
0
0
0

0.155
0.6
0
0

1.3
0
0
0
0
0
0
0

不検出
0
0
0
0
0
0

0.5

0.1
150

0.045

ND
55
ND

ND
55
ND

5.8～8.6
20（15）
80（60）
20（10）

3
2.5
0.5
2
5
5
1

3,000
0.03
0.5
1

0.1
0.25
0.1

0.0005
不検出
0.001

0.1
0.05
0.01

1
10

100

施設名 項目 単位 規制値
（協定値含）

実測値
最大 平均

施設名 項目 単位 規制値
（協定値含）

実測値
最大 平均

単位 規制値
（協定値含）

実測値
最大 平均

項目

単位 規制値
（協定値含）

実測値
最大 平均

項目

施設名 項目 単位 規制値
（協定値含）

実測値
最大 平均



ジヤトコ
メキシコ社

ジヤトコ
（広州）
自動変速機
有限公司

ジヤトコ
（蘇州）
自動変速機
有限公司

ジヤトコ
タイランド社

49

生産拠点別環境データ

NOx：窒素酸化物

金属加熱炉
ばいじん g/N㎥

ppm
g/N㎥
ppm
g/N㎥
ppm

1,022.5
ー
ー

375.0
1,113.8
ー

5.6
ー
ー

260.0
1.6
ー

4.0
ー
ー

177.0
1.5
ー

NOx

アルミ溶解炉
ばいじん

NOx

水素イオン濃度（pH） ー 5～10
150
320
150
15
NA
4

10

7.6
80.2

310.9
63.5
10.1
ー

0.2
0.2

7.4
61.7

174.0
39.2
8.3
ー

0.1
0.2

生物化学的酸素要求量（BOD） mg/L
化学的酸素要求量（COD） mg/L
浮遊物質量（SS） mg/L
n－ヘキサン抽出物質（鉱油類） mg/L

銅
フェノール類 mg/L

亜鉛
mg/L
mg/L

■水質

■大気

金属加熱炉
ばいじん

NOx

TSP：浮遊粒子状物質

真空浸炭炉 TSP mg/㎥ 120
120
120
ー

27.5
79.3
1.6
ー

17.3 
14.6
1.4
ー

非メタン炭化水素 mg/㎥

加工ライン
mg/㎥
mg/㎥

水素イオン濃度（pH） ー 6.0～9.0
300
500
400
20

7.8
32

116
146
0.43

7.5
24

87.0
110
0.23

生物化学的酸素要求量（BOD） mg/L
化学的酸素要求量（COD） mg/L
浮遊物質量（SS） mg/L
n－ヘキサン抽出物質（鉱油類） mg/L

■水質

■大気

TSP
非メタン炭化水素

TSP：浮遊粒子状物質

真空浸炭炉 No.1 TSP mg/㎥ 400
400

26.48
26.4

12.00 
3.40 真空浸炭炉 No.2 mg/㎥

水素イオン濃度（pH） ー 5.5～9.0
500
750
200
10

8.37
90

181
65

5.7 

7.6
39.43
93.8
27

2.99

生物化学的酸素要求量（BOD） mg/L
化学的酸素要求量（COD） mg/L
浮遊物質量（SS） mg/L
n－ヘキサン抽出物質（鉱油類） mg/L

■水質

■大気

TSP

施設名 項目 単位 規制値
（協定値含）

実測値
最大 平均

施設名 項目 単位 規制値
（協定値含）

実測値
最大 平均

施設名 項目 単位 規制値
（協定値含）

実測値
最大 平均

単位 規制値
（協定値含）

実測値
最大 平均

項目

単位 規制値
（協定値含）

実測値
最大 平均

項目

TSP：浮遊粒子状物質

真空浸炭炉 TSP mg/㎥ 120
50

120
ー

2.5
76.5
18.2
ー

1.9 
35.5
7.6
ー

非メタン炭化水素 mg/㎥

加工ライン
mg/㎥
mg/㎥

水素イオン濃度（pH） ー 6.0～9.0
300
500
400
100

7.7
ー

347.6
110
44.9

7.4
ー

281.0
47

11.9

生物化学的酸素要求量（BOD） mg/L
化学的酸素要求量（COD） mg/L
浮遊物質量（SS） mg/L
n－ヘキサン抽出物質（鉱油類） mg/L

■水質

■大気

TSP
非メタン炭化水素

施設名 項目 単位 規制値
（協定値含）

実測値
最大 平均

単位 規制値
（協定値含）

実測値
最大 平均

項目

単位 規制値
（協定値含）

実測値
最大 平均

項目
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